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文 教 上 下 水 道 常 任 委 員 会 記 録  

 

１．会議日時 

  令和３年３月１１日（木）午前１０時 ３分 開会 

              午後 ４時２５分 散会 

 

１．場所 

  第二委員会室 

 

１．出席委員 

  委 員 長 三好 俊範 副委員長 楢村 一臣   委  員 村上 英明 

  委  員 弘 豊 委  員 森 西  正   委  員 嶋野浩一朗 

 

１．欠席委員 

  なし 

 

１．説明のため出席した者 

  市 長 森山 一正  教育長 箸尾谷知也 

教育次長兼教育総務部長 北野 人士  同部参事 野本 憲宏 

同部参事兼生涯学習課長 早 川  茂  教育政策課長 松田 紀子 

同課参事 坂本 真輔  学校教育課長 河平 浩一   

同課参事 武田 進介  同課参事 山根 隆寛   

教育支援課長兼教育センター所長 藤山  京   

次世代育成部長 小林 寿弘    

上下水道部長 末永 利彦   

 

１．出席した議会事務局職員 

  事務局次長 溝 口 哲 也  同局書記 速 水 知 沙 

 

１．審査案件（審査順） 

  議案第 １号 令和３年度摂津市一般会計予算所管分 

  議案第 ９号 令和２年度摂津市一般会計補正予算（第１１号）所管分 

  議案第 ２号 令和３年度摂津市水道事業会計予算 

  議案第１０号 令和２年度摂津市水道事業会計補正予算（第３号） 

  議案第 ３号 令和３年度摂津市下水道事業会計予算 

  議案第１１号 令和２年度摂津市下水道事業会計補正予算（第２号） 

議案第２５号 摂津市立の学校の学校医、学校歯科医及び学校薬剤師の公務災害補償

に関する条例の一部を改正する条例制定の件 
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（午前１０時３分 開会） 

○三好俊範委員長 ただいまから、文教上

下水道常任委員会を開会いたします。 

 まず最初に、理事者から挨拶を受けます。 

 森山市長。 

○森山市長 おはようございます。代表質

問に引き続いての委員会をお持ちいただ

き、大変ありがとうございます。 

 本日は過日の本会議で、当委員会に付託

されました案件について、ご審査をいただ

きますが、どうぞ慎重審査の上、ご可決い

ただきますよう、よろしくお願い申し上げ

ます。一旦退席させていただきます。 

○三好俊範委員長 挨拶が終わりました。

本日の委員会記録署名委員は森西委員を

指名いたします。 

 審査の順序にいたしましては、お手元に

配付しております案のとおり行うことに

異議はありませんか。 

（「異議なし」と呼ぶ者あり） 

○三好俊範委員長 異議なしと認め、その

ように決定いたします。 

 暫時休憩いたします。 

（午前１０時５分 休憩） 

（午前１０時６分 再開） 

○三好俊範委員長 それでは再開いたし

ます。 

 議案第１号所管分及び議案第９号所管

分の審査を行います。 

 本２件について補足説明を求めます。 

 北野教育次長。 

○北野教育次長 それでは、議案第１号、

令和３年度摂津市一般会計当初予算のう

ち、教育総務部が所管しております事項に

つきまして、目を追ってその主なものにつ

いて補足説明をさせていただきます。 

 まず、歳入でございますが、３２ページ、

款１４使用料及び手数料、項１使用料、目

６教育使用料は、学校体育施設使用料及び

公民館使用料などでございます。 

 ４０ページ、款１５国庫支出金、項２国

庫補助金、目５教育費国庫補助金は、理科

教育等設備整備費補助金でございます。 

 ４２ページ、項３委託金、目３教育費委

託金は、学力向上基盤構築調査委託金でご

ざいます。 

 ４８ページ、款１６府支出金、項２府補

助金、目８教育費府補助金は、大阪府教育

支援体制整備事業補助金などでございま

す。 

 ５８ページ、款２０諸収入、項４雑入、

目２雑入は、小学校給食費負担金などでご

ざいます。 

 続きまして、歳出でございますが、１２

０ページ、款３民生費、項２児童福祉費、

目３児童福祉費施設費は、私立認定こども

園の管理運営に係る経費でございます。 

 １７０ページ、款９教育費、項１教育総

務費、目１教育委員会費は、教育委員会に

係る経費でございます。 

 目２事務局費は、教育委員会事務局の運

営全般に係る経費でございます。 

 １７４ページ、目３教育センター費は、

教育センターの管理運営に係る経費でご

ざいます。 

 １７６ページ、目４教育指導費は、学校

マネジメント支援事業は、特別支援教育推

進事業などにかかる経費でございます。 

 １７８ページ、目５人権教育指導費は、

人権教育などに係る指導費でございます。 

 項２小学校費、目１学校管理費は、小学

校１０校の施設維持管理などに係る経費

でございます。 

 １８０ページ、目２教育振興費は、卒業

記念品の購入に係る経費などでございま

す。 
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 目３保健衛生費は、小学校保健事業及び

小学校検診事業などに係る経費でござい

ます。 

 １８２ページ、目４学校給食費は、小学

校給食に係る経費でございます。 

 目５、支援学級費は、小学校支援学級運

営事業に係る経費でございます。 

 １８４ページ、項３中学校費、目１学校

管理費は、中学校５校の施設管理などに係

る経費でございます。 

 目２教育振興費は、卒業記念品の購入に

係る経費でございます。 

 １８６ページ、目３保健衛生費は、中学

校保健事業及び中学校検診事業などに係

る経費でございます。 

 目４学校給食費は、中学校給食に係る経

費でございます。 

 １８８ページ、目５支援学級費は、中学

校支援学級運営事業に係る経費でござい

ます。 

 項４幼稚園費、目１幼稚園管理費は、私

立幼稚園の施設維持管理などに係る経費

でございます。 

 １９０ページ、項５社会教育費、目１社

会教育総務費は、摂津市史編さん事業や、

学校体育施設開放事業など、社会教育事務

に係る経費でございます。 

 １９２ページ、目２青少年対策費は、青

少年指導員事業や、こどもフェスティバル

開催事業などに係る経費でございます。 

 １９４ページ、目３公民教育費は、生涯

学習フェスティバル開催事業などに係る

経費でございます。 

 目４公民館費は、市立公民館５館の施設

維持管理などに係る経費でございます。 

 １９６ページ、目５文化財保護費は、文

化財保護に係る経費でございます。 

 １９８ページ、項６図書館費、目１図書

館総務費は、摂津市民図書館等協議会に係

る経費でございます。 

 目２図書館管理費は、市民図書館及び鳥

飼図書センターの施設維持管理などに係

る経費でございます。 

 以上、教育総務部が所管しております、

令和３年度摂津市一般会計歳入歳出予算

についての補足説明とさせていただきま

す。 

 続きまして、議案第９号、令和２年度摂

津市一般会計補正予算（第１１号）のうち、

教育総務部が所管しております事項につ

きまして、目を追って補足説明をさせてい

ただきます。 

 初めに、補正予算書６ページにございま

す、第２表繰越明許費をご参照ください。 

 款９教育費、項２小学校費、小学校施設

改修事業及び小学校保健事業、項３中学校

費、中学校施設改修事業及び中学校保健事

業につきましては、いずれも国の補正予算

に伴い、本市の補正予算に歳入歳出予算を

計上するとともに、その全額を繰り越しす

るものでございます。 

 次に、８ページにございます、第３表債

務負担行為の補正のうち、中学校給食調理

業務等委託事業につきましては、限度額を

変更するものでございます。 

 変更の理由といたしましては、令和２年

７月に実施いたしました中学校給食調理

業務委託契約において、参加業者が１者の

みであり、１食当たりの提案額については、

１，０５４円でございました。 

 これは、現契約の５１８円と比較いたし

ますと、およそ倍額となっております。提

案額が倍増しました理由といたしまして

は、新型コロナウイルス感染症拡大が業績

に大きな影響を与えたことや、本市の給食

提供方法が食数が安定しないデリバリー
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選択制方式であるということが挙げられ

ます。 

 以上のことから、中学校給食調理業務に

係る限度額を変更するものでございます。 

 次に、増額補正の主なものについてご説

明させていただきます。 

 まず、歳入でございますが、１８ページ、

款１５国庫支出金、項２国庫補助金、目５

教育費国庫補助金は、国からの内示に伴う

学校施設環境改善交付金及び国の補正に

伴う学校保健特別対策事業費補助金でご

ざいます。 

 次に、２２ページ、款１８寄附金、項１

寄附金、目１寄附金は、教育に対する指定

寄附金でございます。 

 次に、歳出でございますが、６０ページ、

款９教育費、項２小学校費、目１学校管理

費は、国の大規模改造事業に伴う学校施設

環境改善交付金が見込めることに伴い小

学校施設改修事業に係る小学校トイレ改

修工事及び小学校照明器具改修工事に係

る経費を、また国の３次補正に伴う学校保

健特別対策事業費補助金が見込めること

により、小学校保健事業に係る保健器具費

を計上するものでございます。 

 ６２ページ、項３中学校費、目１学校管

理費は、小学校費と同様に、中学校照明器

具改修工事に係る経費及び保健事業に係

る保健器具費を計上するものです。 

 以上、令和２年度摂津市一般会計補正予

算（第１１号）の補足説明とさせていただ

きます。 

○三好俊範委員長 説明が終わりました。 

 議案第１号、議案第９号に対して、教育

総務部に関する質疑に入ります。 

 村上委員。 

○村上英明委員 おはようございます。 

 今回から教育委員会も教育総務部と、次

世代育成部という形で、二つに分かれ審査

をさせていただくということでございま

すので、教育総務部所管の部分で、何点か

お尋ねさせていただきますので、よろしく

お願いします。 

 まず、１番目でございますが、全て予算

書のページでいかさせていただきますの

で、お願いをいたします。 

 １番目の１７１ページのところで、教育

政策課になると思うんですが、小中学校通

学区域審議会委員報酬というものが計上

されているということで、これは今年は４

６万８，０００円です。令和２年度当初予

算よりも若干金額が上がってるというよ

うなことでございますが、令和３年度の予

定されている審議内容があれば教えてい

ただけたらと思います。 

 次の２番目でございます。 

 予算書の１７３ページのところで、通学

区域等基礎調査業務委託料ということで、

５００万円が計上されていますけども、基

礎調査の業務内容と、予算が可決されたあ

との業務発注から報告に向けての、今考え

ておられるスケジュール感について、この

二つ教えていただければなというふうに

思います。 

 次に、３番目。 

１７５ページのところで、教育支援課にな

ると思うんですが、研修用ＰＣネットワー

ク構築委託料ということで、６２万９，０

００円が計上されていますけれども、どう

いった形、どういった内容のネットワーク

を構築されようとしておられるのかとい

うことでお尋ねしたいと思います。 

 次、４番目。 

 １７７ページのところで、学力定着度調

査委託料ということで、これは小学生の部

分だと思うんですが、予算的には令和２年
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度の当初予算と同じで、５５０万円という

ことでありますけれども、この調査委託の

内容をお尋ねしたいと思います。 

 次に、５番目。 

 学校教育課になると思うんですが、予算

書の１７７ページ。セラピードッグ派遣委

託料が計上されております。予算的には令

和２年度と同じ金額となっております。令

和２年度においてどういう認識をされた

のか。そしてそれをどう令和３年度の予算

に反映されたとか、令和３年度の効果をど

う考えておられるのかということでお尋

ねしたいと思います。 

 ６番目。 

 教育支援課になると思うんですが、予算

書の１７７ページのところでございます。

小学校器具費ということで、２８万４，０

００円が計上されておられます。これは聴

力補助のロジャーの配備ということだっ

たと思うんですけども、令和２年度、新型

コロナウイルス感染症の関係もあって入

荷が遅れたこともお聞きをしたこともあ

ったんですが、令和２年度の実績がどうだ

ったのかということと、これを令和３年度

の予算反映ということで、考え方をお尋ね

したいなというふうに思います。 

 ７番目。 

 予算書の１７７ページでございます。学

力向上基盤構築調査補助金というものが

あります。予算的には、令和２年度の当初

予算と同じで９０万円という額なんです

が、この調査内容についてお尋ねさせてい

ただきたいと思ってます。 

 次の８番目。 

 予算書の１７９ページのところでござ

います。これも本会議の代表質問の中でも

触れておられたと思うんですが、実用英語

技能検定料負担金について、令和３年度は

２５８万３，０００円が計上されておられ

ますが、この予算額算出の考え方。この金

額の算定のしかたと、それを行政として負

担するわけですから、どういうメリットと

いうか、効果を狙っておられるのか、これ

は行政の立場のほうでの考え方で、ご答弁

をお願いしたいなと思います。 

 次に、９番目。 

 １８１ページのところで、学校教育課に

なると思うんですが、教育用コンピュータ

ー借上料が計上されております。これは小

学校の部分で１，７１４万５，０００円、

中学校の部分として、予算書の１８５ペー

ジになるんですが、８４４万５，０００円

が計上されておりますが、この予算編成の

内容といいますか、台数というんですか、

中身についてお尋ねしたいと思います。 

 １０番目、同じく１８１ページのところ

でございますが、教員健康管理委託料。予

算的には小学校で３万５，０００円、中学

校分として２万２，０００円ということで、

この委託の内容について、改めてお尋ねさ

せていただきたいなというふうに思いま

す。 

 １１番目でございます。 

 １８３ページのところで、教育政策課に

なると思うんですが、会計年度の任用職員

の報酬ということで、この令和３年度の予

算が令和２年度よりも約３００万円ほど

アップしていますので、この増額の内容に

ついてお尋ねしたいなというふうに思い

ます。 

 １２番目でございます。１８７ページの

ところで、給食施設調査委託料ということ

で、令和３年度の当初予算で２００万円計

上されているんですけれども、これはセン

ター方式を検討するためということだと

思うんですが、どういう調査をされるのか
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お尋ねさせていただきたいというふうに

思います。 

 １３番目。 

 １９５ページ、生涯学習課になると思う

んですが、淀川わいわいガヤガヤ祭実行委

員会補助金ということで２００万円計上

していただきました。この予算編成の中身

についてお尋ねさせていただきたいとい

うふうに思います。 

 １４番目。 

 １９７ページ、生涯学習課になると思う

んですけども、公民館運営審議会委員報酬

ということで、令和３年度の当初予算、そ

して令和２年度の当初予算を比較すると、

若干増額になってるというふうに思うん

ですが、金額は別として、今年の新規の内

容があれば、お尋ねさせていただきたいな

というふうに思います。 

 次、１５番目。 

 これは補正のほうでございます。一般会

計の補正予算ということで、学校教育課に

なると思うんですが、６１ページのところ

で、学力向上基盤構築調査補助金、これは

新年度の予算にも計上されているんです

けど、この減額補正になっている理由も含

めてお尋ねさせていただきたいなという

ふうに思います。 

 最後でございます。 

 一般会計の補正予算の６１ページ、教育

政策課になると思うんですが、既存不適格

等是正調査委託料というものが計上され

ております。言葉的にはふだん個人的には

お聞きしない言葉なんですが、この当初予

算の９６万６，０００円の全額が減額補正

ということなんですが、その理由を改めて

お尋ねさせていただきたいと思います。以

上で１回目でございます。 

○三好俊範委員長 答弁を求めます。 

 松田課長。 

○松田教育政策課長 それでは、教育政策

課に係ります質問に関しまして、私のほう

からは３点お答えさせていただきます。 

 まずは質問の１番目、小中学校通学区域

審議会委員報酬についてでございます。 

 この審議会につきましては、通学区域を

定めることについて、ご意見をいただくも

のでございます。毎年同じ額を計上させて

いただいておりますが、令和３年度につき

ましては、委員報酬が６，９００円から９，

０００円に変わりましたことに伴う増額

でございます。 

 本年度につきましては、特に緊急で通学

区について審議がございませんでしたの

で、補正をさせていただいております。 

 令和３年度につきましては、千里丘小学

校の児童数が今後増加する見込みでござ

いますので、この先々を見越しての通学区

域について、審議会に諮問し、答申をいた

だきたいと考えております。 

 ２点目、通学区域等基礎調査業務委託料

の件についてでございます。 

 これまで、第五中学校区の、特に鳥飼東

小学校の小規模校化については、様々な場

でお話をさせていただいたかと思います。 

 また、先日の代表質問の答弁にもござい

ましたが、第二中学校区においても、住民

基本台帳上で、お子さんの数を今後令和８

年度まで見させていただいたところ、鳥飼

北小学校においても減となると推計をし

ております。 

 一方で、鳥飼西小学校では逆に２０～３

０人の増加、また３５人以下学級が導入さ

れますことにより、学級数が今後ふえると

見込んでおります。 

 これらのことから、鳥飼地区全体を対象

といたしまして、まずは現在の校区ごとの
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児童数や学級数の将来推計を出しますと

ともに、もし仮に通学区域を変更するとし

たらどのようになっていくのか、どこまで

の区切りで何人対何人になっていくのか

など、中長期的なシミュレーションを考え

たいと思っております。 

 また、実際に学校に通っておられる児

童・生徒、その保護者の方の意識調査と申

しますか、アンケート調査も実施いたしま

して、その児童数、学級数の今後の推計と

ともに、学校の在り方を考える基礎資料と

したいと考えております。 

 それから、スケジュールについてでござ

いますが、令和３年度に入りまして、早々

に公募型のプロポーザルで業者の選定に

入りたいと思っております。以上でござい

ます。 

 次に補正予算について、既存不適格等是

正調査委託料の減額についてでございま

す。 

 昨年度、予算要求をする際から、私ども

では体育館のエアコン設置を検討してお

りました。先進市等を勉強させていただく

中で、ＬＰガスを用いた場合は、収納庫の

ような建物を建てないといけないという

ことでしたので、その際には建築確認申請

を出させていただいたりする中で、既存不

適格調査が必要になると見込んでおりま

した。 

 また、緊急防災減災事業債が昨年度予算

要求の折には延長されるかどうか分から

ない中で、恐らく延長されるとは予想して

いたのですが、それが短期間の延長かもし

れないことから、前年度調査の予定を組ん

でおりました。 

 ところが、本年度に入りまして、前年度

にもお話をうかがっておったんですが、大

阪府等に確認する中で、建築確認申請等が

要らないということが分かりました。また、

ＬＰガスでと思っておったんですが、やは

り電気代の方が安いということもござい

まして、ＬＰガスに限定してスタートする

のではなく、業者選定はプロポーザル方式

で、双方のメリット、デメリット、日頃の

ランニングコストや、災害時復旧の期間で

あったり、どのような使い方ができるのか、

様々なことを総合的に見ながら決めてい

きたいと思いまして、こちらのほうは減額

とさせていただいた次第でございます。以

上でございます。 

○三好俊範委員長 坂本参事。 

○坂本教育政策課参事 それでは、ただい

まの教育政策課に係るご質問のうち、保健

給食に係るご質問についてご答弁申し上

げます。 

 質問番号１０番、教職員健康管理委託料

の内容についてご答弁申し上げます。 

 こちらにつきましては、小学校検診事業

と、中学校検診事業にまたがっておりまし

て、小・中学校合計で５万７，０００円の

予算を要求しているところでございます。 

 内容といたしましては、大阪府在籍の学

校教職員の方々に対するストレスチェッ

クでございます。 

 実施予定といたしましては、定期健康診

断の実施月である１１月に合わせまして

予定をしているところでございます。 

 続きまして、質問番号１１番、会計年度

任用職員の報酬の内容についてご答弁申

し上げます。 

 こちらにつきましては、小学校給食事業

における会計年度任用職員の方々の報酬

でございまして、前年度から増額となって

おります。 

 理由といたしましては、正規職員の定年

退職及び再任用期間の終了により、３名の
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方がおやめになりますので、その代替を会

計年度任用職員で賄うため、増額となるも

のでございます。 

 続きまして、質問番号１２番、給食施設

調査委託料の内容についてでございます。 

 こちらにつきましては、先日、第１回教

育委員会定例会におきまして、中学校給食

のあり方における基本方針を定めまして、

その後、文教上下水道常任委員協議会も開

催いただいたところでございますけれど

も、この基本方針の中でもうたっておりま

すように、教育委員会といたしましては、

中学校給食の全員喫食を、給食センター方

式において実施したいと考えております。 

 つきましては、摂津市内に給食センター

を建てるに当たって、適当な土地があるか

どうか。その土地で給食センターを建設す

る場合、どのような規制があって、その規

制に対してどのような対策や工夫が必要

かというところを調査するものでござい

ます。以上でございます。 

○三好俊範委員長 藤山課長。 

○藤山教育支援課長 それでは、教育支援

課所管分のご質問について、ご答弁申し上

げます。 

 まず、質問番号３、ネットワーク構築に

関する委託料についてでございます。 

 こちらは教育センターで教育等実施す

る際のパソコンネットワーク構築に関す

るものでございます。既にアイパッドが学

校に入りましたので、アイパッドを使った

研修ができるよう、教育センターも整備し

ていただきましたが、アイパッドに加え学

校では通常のパソコンではなく、校務用シ

ステムというのが入ったパソコンを使っ

ております。 

 校務支援システムが入ったパソコンを

補充するための、システム更新の費用でご

ざいます。 

 方法としましては、学校でアイパッドが

入ったことにより、これまで教育用パソコ

ンとして入っておりましたものを一部回

収し、校務用システムというものを新たに

更新して入れまして、学校からの成績処理

であったり、教員の働き方改革に資するよ

うな様々な研修もできるよう、整備してい

くものでございます。 

 続きまして、質問番号６、小学校器具費

についてでございます。 

 こちらは、聴覚障がいのあるお子さんに

対し、補聴器に付属して使うロジャーとい

う補聴援助システムに関する予算でござ

います。 

 今年度新たに２台整備したところでご

ざいますが、委員がご質問の、今年度導入

が遅れたというような状況は、導入に当た

り児童が使用している補聴器に適合させ

ることが必要ですので、業者が入って、実

際に使っている補聴器と合うかどうか、そ

れから聞こえの調整等必要です。 

 そこから見積りを取りまして、予算執行

の手続を取りますが、今年度、休校の時期

がございましたので、お子さんが登校を開

始するまで、その段取りが組めなかったこ

とから、少し遅れたということがございま

した。 

 しかしながら、保護者の声としましても、

大変ありがたいというお声と、児童本人か

らもグループ活動が最近学校の教育活動

の中でふえている中、周りがざわざわして

いても先生の声が聞こえるし、グループ内

の友達の声もよく聞こえるという声があ

りました。 

 来年度は新たに転入予定の児童１名に

ついて配備したく思いますので、予算とし

て計上した次第でございます。 
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 続きまして、質問番号８。 

 実用英語検定に関する予算額算出の根

拠についてでございます。 

 こちらは今年度、コロナ禍での学力保障

策として補正予算として６月に可決いた

だきまして、中学３年生を対象に補正予算

を組ませていただきました。この予算額算

出の根拠としては、来年度の中学３年生全

員、７０５名全員が英検３級を受けた場合、

３級は３，９００円ということで、この予

算額としております。 

 今年度の効果としましては、生徒が目標

を持って学習に取り組み、学校もそれをサ

ポートして取り組んだことにより、生徒の

英語力向上の一助になったと考えており

ます。 

 行政の立場としてどうなのかという点

では、中学３年生だけを対象に検定料を負

担いたしますが、学校で行うことにより、

対象にならない中学１、２年生が挑戦する

きっかけにもなりました。中学１、２年生

の受験料についても学校を会場として受

験することにより、通常の検定料よりも１，

０００円ほど安く受けることができます

ので、こちらは保護者にとってもメリット

であるかと考えております。以上でござい

ます。 

○三好俊範委員長 河平課長。 

○河平学校教育課長 それでは学校教育

課に係ります内容についてご質問いたし

ます。 

 まず、質問番号の４。 

 学力定着度調査の委託内容についてで

す。こちらの調査については、小学１年生

から６年生を対象に、国語、算数の学力調

査、それとアンケート調査、質問紙調査を

実施しております。 

 令和元年度より小学１年生が学力調査

に加わりまして、これにより同一集団の経

年比較が小学２年生から小学６年生の５

学年で行えることができるようになりま

した。 

 委託の内容ですが、問題の作成、学校で

実施した後の回収、そして採点及びデータ

の分析等、教育委員会、各学校分、または

個人のデータなどの返却となっておりま

す。 

 続いて、７番目。学力向上基盤づくりの

補助金の内容です。 

 こちらの内容は、文部科学省委託事業の

「学力向上のための基盤づくりに関する

調査研究」を、国から府、府から市という

形で委託を受け実施するものです。市は、

研究校を選定しまして、その研究校の読解

力の向上とか、効果的な補修学習などの取

り組みを行って、その効果検証を行うもの

です。その研究校に対する補助金になって

おります。 

 質問番号、続いて９番。 

 教育用コンピューター借上料について

ですが、こちらの内容については、小・中

学校の一人１台に対するタブレット端末

のリース代となっています。 

 小学校は４，５６５台の１年間のリース

代。中学校では２，３３５台分のリース代

というふうになっております。 

 続いて、１５番目の補正予算の基盤づく

りの補助金を全額返却した理由ですけど

も、こちらは新型コロナウイルス感染症の

影響で、本年度は国からこの事業自体を中

止するという通達がありました。それを受

けて本年度は実施しないこととなりまし

たので、全額返却させていただいておりま

す。以上です。 

○三好俊範委員長 武田参事。 

○武田学校教育課参事 学校教育課所管
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の質問番号５番、セラピードッグについて

ご回答いたします。 

 本事業は、令和元年度シティプロモーシ

ョンの一環のインナーブランディング提

案事業の職員提案から生まれたものでご

ざいます。 

 学校に行きづらい不登校傾向のある子

どもに対し、犬と触れ合うことで、登校に

向けたきっかけづくりを行うという事業

でございます。 

 本年度は現在のところ、４世帯８名の児

童・生徒に対して、３３回派遣を実施いた

しました。 

 ケースによりますが、いずれも一定の効

果が得られたと捉えております。 

 例えば、一度も教職員と会うことができ

なかったお子さんが、家の外に出て、教職

員と一緒に散歩することができ、教職員と

つながるきっかけづくりになったと考え

ております。 

 次年度につきましても、同様に進めてい

きまして、不登校傾向のある児童・生徒に

とってのきっかけづくりになればと考え

ております。以上でございます。 

○三好俊範委員長 早川教育部参事。 

○早川教育部参事 生涯学習課に係りま

す２点について、ご答弁させていただきま

す。 

 まず１点目、淀川わいわいガヤガヤ祭実

行委員会補助金でございますが、淀川わい

わいガヤガヤ祭りは、鳥飼地域における一

大イベントであり、市の進める鳥飼地域活

性化における最重要イベントでございま

す。 

 事業継続に当たり、市民で構成される実

行委員会より、人的に高齢になったことと

協賛金の減少で、事業継続が難しいとの相

談があり、市の進める施策の中心となるイ

ベントがなくなることは重大な損失であ

るということで、補助金の交付をすること

となっております。 

 内容でございますが、ハード面の補助を

行っていくということで、実行委員会と協

議を行っており、テント、机、椅子等のリ

ース料や、会場の警備委託料を今回予算計

上させていただきました。 

 次に、公民館運営審議会の報酬でござい

ますが、令和３年４月１日、第１回定例会

で、委員の報酬の変更改定ということで、

今回、一人、日額６，９００円から９，０

００円に単価が上がっております。 

 審議会の内容でございますが、年２回定

例で、７月と２月に行っております。あと、

臨時案件があれば１回別に予定しており

ます。 

 定例会の内容でございますが、７月、２

月については前年度の講座の審議。それと

前年度の公民館祭の反省等をされており

ます。 

○三好俊範委員長 村上委員。 

○村上英明委員 ２回目、要望も含めて質

問をさせていただきますので、よろしくお

願いします。 

 まず、１番目の小中学校通学区域審議会

委員報酬の件でございます。 

 これは千里丘小学校の児童がふえてく

るという想定の中で、この通学区をどうし

ていこうかと審議がなされるということ

になると思うんですが、前の摂津小学校区

のとき、南千里丘の開発等々も含めて、そ

のときに校区の審議がされたことがあっ

たと、私は記憶をしております。 

 その時も、やはり現状維持という形の結

論になったというふうに思うんですけれ

ども、やはり次の部分もそうなんですけれ

ども、通学区というか校区を変えるという
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のはなかなか大変なことということだと

思います。そのあたりは私も今回の代表質

問の中で言わさせていただきましたけれ

ども、やはりこの通学区の地元というか、

地域の方々の思い、今までの自分たちの校

区の思いというのが、なかなか重たくて、

変更には少し抵抗があるということだと

思います。そのあたりはやはり何を目的に

やるのかというところを中心にして、審議

会の中で様々な立場の方に出席していた

だいて、しっかり中身を審議していただい

て、これも短期もありますけれども、中期

も含めて、やはり将来は千里丘小学校区と

しての在り方も踏まえて、しっかりと審議

をしていただくよう、要望としておきたい

と思いますので、よろしくお願いいたしま

す。 

 ２番目の通学区域等基礎調査業務委託

料の件でございます。 

 これは鳥飼地区のこと、４小学校区の通

学区域をどうしていこうかという形での

審議になってくると思います。 

 これも先ほどと同じ形で、やはり地域の

思いが多分にあると思います。 

 ただ、先ほどご答弁でありましたように、

保護者へのアンケートも取られていくと

いうことですので、児童・生徒と直接関わ

っておられる保護者の方へのご意見をお

聞きするということになってくると思う

ので、その意見をしっかりと掌握していっ

ていただきたいなというふうに思います。 

 先ほど、ご答弁の中で、将来については

推計を踏まえて考えていくということで

あると思うんですけれども、質問としては

何年度あたりまで推計を出していこうと

されているのかということで、二回目質問

とさせていただきたいと思いますので、よ

ろしくお願いいたします。 

 ３番目でございます。 

 研修用のパソコンネットワーク構築と

いうことでございます。教育センターのパ

ソコン関係ということであると思うんで

すけれども、その中で教育用を改修される

ということで、学校の成績関係とか、書類

関係とか、そういうことをやり取りをする

ことで、教職員の働き方改革をやっていこ

うということだというふうに思います。金

額的にはそう多くはないんだけども、お金

をかけるということに当たっては、やはり

一つでも二つでも今の教職員の方の仕事

を軽減していくというか、削減していくと

いうか、より子どもと向き合う時間を取っ

ていただけるようにしていくというのが、

一つの目標だというふうに思います。そう

いう意味では、教職員の方も事務的な仕事

が減れば、その分児童・生徒たちと向かい

合える時間が作れるとかいうことにもな

ってくると思うので、そういう意味ではこ

の働き方改革も含めて、このパソコンをし

っかりと活用していただきながら、投資し

た効果が出るような形で今後もお願いし

たいなということで、要望としておきます。 

 ４番目の学力定着度調査委託料という

ことでございます。 

 これは学力的には先日の代表質問の中

で教育長からご答弁がありましたけれど

も、平均的には上がってきたというような

ことを言われておりました。 

 平均的に上がるというのは、かなり意味

があることだと思うし、それなりの努力も

されて、その結果が数字的に表れてきたん

だろうなというふうに思います。 

 そこで、一つ質問なんですけれども、平

均が上がるということはいいことだと思

うんですが、上位部の人数がふえて平均が

上がったのかどうか。要は底上げの部分、



- 12 - 

 

どういう形でこれに取り組まれていくの

かということをお尋ねさせていただきた

いなというふうに思います。 

 ５番目、セラピードッグの派遣委託料で

ございます。 

 これは本当に先ほどご答弁もありまし

たように、教職員の方が会うこともできな

かった児童が、外出するようになってきた

とかいう形で、前向きにこの取り組みがで

きているのかなというふうに思います。そ

の中でこれはシティプロモーションの関

係なんですが、職員提案でされてきたとい

うのも、一つの意味があるのかなというふ

うに思いますので、こういう職員提案とい

うのは大切にしていくということもあり

ますけれども、やはりこれからもセラピー

ドッグの派遣のように動物を介して、そし

て児童・生徒たちが一歩でも二歩でも前に

向いていただけるような取り組みってい

うのも必要なのかなと思うので、これから

もセラピードッグ派遣をまた進めていっ

ていただければなということで、これは要

望としておきたいと思います。 

 ６番目の小学校器具費のロジャーの件

でございます。私はその当該の保護者の方

から、子どもが今までは雑音が入ってくる

なか先生の声を聞こうとするので、体力も

使っていたというように聞いていました。

その部分ではかなり軽減ができて、声もは

っきり聞こえるようになったということ

で、授業に参加する姿勢が前向きになって

きたというようなお声も直接お聞きをい

たしました。 

 そういうこともあって、２回目なんです

が、この当該の児童が今度中学生になって

生徒になったとき、これは中学校の器具費

としてまたやっていただけるのか、その辺

の方向性も含めて、将来のことになるんで

すけど、お尋ねしたいなというふうに思い

ます。 

 ７番目でございます。 

 学力向上基盤構築調査委託料というこ

とでございますが、これは国、大阪府から、

市への予算という流れという中でござい

まして、ただ研究という形でありますから、

これは令和２年度はなくなってしまった

という形だったと思うんですけれども、や

はり調査というのはどうしても次なる行

動というか、施策に向けての基礎調査にな

ってくると思うので、しっかりとその辺は

調査をしていただきたいということで、こ

れは要望としておきたいと思います。 

 ８番目、実用英語技能検定料負担金の件

でございます。 

 予算の金額としては、一応、７０５名の

全員分を計上してるということでありま

す。 

 これは行政としてお金を出すというこ

とですから、ただ一端に家計の負担軽減と

いう意味もあるんですけれども、それ以上

に、今の中学３年生の生徒に対して、英語

に取り組んでいただける、受験をしていた

だける、そういう姿勢を見いだしていただ

けるというか、先ほどご答弁でもありまし

たように、今の中学１年生、中学２年生の

生徒たちにも、中学３年生になったら行こ

うかと、チャレンジ目標ができるというか、

そういう姿勢にもつながってくるのかな

というふうに思います。こういう形で今年

度から取り組んでいただいておりますけ

れども、こういう将来の子どもたちの語学

の向上施策の一部だと思いますので、これ

からまたしっかりと取り組んでいってい

ただきたいということで、これは要望とし

ておきます。 

 ９番目の教育用コンピューター借上料
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の件でございます。 

 これまでは購入という形であったけど

も、これからはリースでいくということだ

ったと思います。 

 私ども、会派として代表質問でも述べさ

せていただきましたけれども、視察という

か、見にも行かせていただきました。 

 みんなが本当にうまく使っているなと

いう感じもありますし、また先生もうまく

資料を作ってるなと感じて、やはりこうい

う今の社会の流れというか、デジタル化の

流れの一環だというふうに思います。 

 ただ、その中で気になる部分もあるのが、

やはり私もそうなんですけれども、どうし

てもパソコンでずっと文字を入力してい

ると、いざ手書きするときに漢字が思い出

せないということがありますから、やっぱ

り日本語の言葉の美しさというか、そうい

うものをしっかりと学んでいくという部

分も、やはり文字を書くということも含め

て、やはり何かで、研修で入れていただく

とか、また事業で盛り込んでいただくとか、

その辺は授業時間のこともありますけど

も、またご検討をお願いしたいなというこ

とで、これは要望としておきます。 

 １０番目の教職員健康管理委託料でご

ざいます。ストレスチェックということで、

１１月を予定されているというようなこ

とでございましたけれども、現在、病気休

暇で休まれている教職員の方が小学校、中

学校を含めておられるのかどうか、２回目

でお尋ねさせていただきたいなと思いま

す。 

 １１番目、会計年度任用職員の報酬とい

うことでございます。 

 これは、小学校の給食事業の方で、合計

３名の方が定年退職という形で、会計年度

任用職員の方が３名という部分だったと

思うんですが、小学校の給食事業というの

は本当に食育であり、体力をつけるという

部分もありますが、やっぱり食事を作って

いただける方への感謝とか、材料を作って

いただいてる農家の方たちへの感謝とい

うか、そういうこともしっかりと食育とし

て、その感謝の思いというのをしっかりと

持っていただけるような形で、これからま

た毎年毎年、小学１年生が入ってくるわけ

ですので、また教育も含めて取り組んでい

っていただきたいということで、要望とし

ておきます。 

 １２番目の給食施設の調査委託料とい

うことでございます。 

 これは、中学校給食の部分で、今までの

流れを聞いていくと、センター方式でいこ

うというようなことであったと思います。 

 これから給食センターを建設する土地

とか、また給食センターが１か所であるの

であれば、市の中心部に近いようなところ

になるのかなというふうに思いますが、た

だ配送するための距離とか時間とかいう

ことも検討していくと思うんですが、この

調査をしていくスケジュール間というの

を、２回目、お尋ねさせていただきたいな

と思います。 

 １３番目、淀川わいわいガヤガヤ祭の件

でございます。私も一実行委員として、そ

ういう意味ではやはりありがたいなとい

う思いもあります。 

 このイベントをやっていくというのは、

どうしてもお金と人が必要というか、目を

向けていかなければいけない部分だと思

います。その部分の一つとして、少し補助

金という形でいただけるというのは、本当

に現場の一人としてもありがたいなとい

うふうに思います。またこの実行委員会と

しても、本当にありがたいなと思っていた
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だけるのではないのかなというふうに思

いますので、これも鳥飼地区の大きなイベ

ントの一つでもありますから、やはり継続

性といったことも含めて、やはりこれから

しっかりと、お金もそうなんですけれど、

目を向けていっていただきたいなという

ことで、これは要望としておきます。 

 １４番目でございます。 

 公民館運営審議会委員報酬の件でござ

います。先ほど、通常であれば年２回の審

議会を開催していただいているというよ

うなことでございました。 

 これから２回目の質問なんですけれど

も、鳥飼まちづくりグランドデザインが、

令和３年度策定完了という目標をされて

いるということでございますけれども、そ

の中でこの鳥飼東公民館と、新鳥飼公民館

の在り方をどういう形で検討されていく

のかなというところが、一つの審議会の中

から出てくるのかなとは思うんですけれ

ども、そのあたりが今、鳥飼まちづくりグ

ランドデザインの関連で、審議会の予定が

あるのかないのかを１点お尋ねさせてい

ただきたいなと思います。 

 １５番目、補正の部分でございます。 

 新型コロナウイルス感染症の関係で国

が中止ということで、この調査がなくなっ

たということであると思うんですけれど

も、この調査がなくなったことによって、

２回目の質問なんですが、影響があるのか

ないのかということで、お考えだけお尋ね

したいなというふうに思います。 

 １６番目の部分でございます。 

 体育館のエアコン設置に向けての検討

の一つということであったかというふう

に思います。 

 ただ、これがこれからプロポーザルで、

電気がいいのか、ガスがいいのかというこ

とでご検討されていくのかなというふう

に思うんですが、やはり災害といったこと

も含めれば、２年前の台風のときも、停電

が数時間続いてしまったということもあ

りますから、どういう形のエアコンをつけ

ていけばいいのか、これから検討されてい

くと思うので、この調査委託料の減額の件

は、先ほどのご説明で分かりましたという

ことで終えたいと思います。 

 以上で、２回目とします。 

○三好俊範委員長 答弁を求めます。 

 松田課長。 

○松田教育政策課長 通学区域の調査に

つきまして、何年先まで出していくのかと

いうご質問についてでございます。あくま

でも将来推計ではございますが、１０年、

２０年先まで出していただくようにお願

いはしていく予定ではございます。 

 何十年先のことまで、どこまで信憑性が

あるのかと問われれば難しいとは思いま

すが、現在の状況の中での推計で、計算は

していただこうかと思っております。 

 ただし、今回の調査につきましては、令

和９年度までのお子さん方の数がしっか

りと出てまいります。先ほど今後いろいろ

な検討をする中で、校区を変えることも考

えるのであればと申しましたが、そうなっ

てまいりますと、村上委員のおっしゃると

おり、地域の自治会、こども会が分断され

てしまってはいけないという思いもござ

いますので、ＧＩＳ等を合わせつつ、詳細

なシミュレーションを資料で出していた

だくようにしていこうと思っております。

以上でございます。 

○三好俊範委員長 坂本参事。 

○坂本教育政策課参事 質問番号１２番

の、給食施設調査委託料のスケジュールに

ついて、ご答弁申し上げます。 
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 この委託のスケジュールにつきまして

は、委託に入る前に、まず調査をいたしま

す土地について、教育委員会及び庁内関係

各課との調整を行う必要がございまして、

その後に調査委託のほうに入ってまいり

たいというふうに考えております。 

 契約期間といたしましては、粗々ではご

ざいますけれども、半年程度と考えており

ます。 

 その調査結果にもよるところではござ

いますけれども、次年度の予算要求につな

げてまいりたいと考えておりますので、夏

までには契約を締結したいというふうに

考えております。以上でございます。 

○三好俊範委員長 藤山課長。 

○藤山教育支援課長 それでは、教育支援

課に関わります２回目のご質問に答弁申

し上げます。 

 質問番号６番のロジャーに関するご質

問ですが、当該児童が中学生になった場合

というご質問でしたが、今回、購入する際

に小学校に在籍していることから、小学校

器具費として購入しておりますが、中学校

へ進学した際も、引き続き中学校で使って

いただけるよう、貸与先を中学校というよ

うに変更して対応いたします。今年度同様、

使い方には教職員の理解も必要ですので、

教職員研修等行って、引き続き児童が使用

できるようにしてまいります。以上でござ

います。 

○三好俊範委員長 河平課長。 

○河平学校教育課長 それでは、学校教育

課に関わる内容、２点についてご答弁申し

上げます。 

 まず、学力定着度調査に関わる内容で、

子どもたちの学力の低位層の子どもたち

に対する取り組み、どのように取り組んで

いくのかという内容だと思います。まず、

組織的に学力向上を高めていくために、考

え方として全体と個別という考え方があ

ります。 

 全体は、学校とし学力向上の取り組みを

やっていくということ。例えば代表的なも

のが研究発表や研究授業を進めていくと

いうようなことです。そのほかには例えば

家庭学習週間、家庭学習の取り組みであっ

たり、子どもたちが自主的に学習を進めて

いく、自主学習の取り組み、そういった取

り組みを広めていくことで、そういう学力

低位層の子どもたちの学力を高めていけ

ればと思います。 

 また、個別の考え方は、例えば我々取り

組んでいる、摂津ＳＵＮＳＵＮ塾の取り組

みであるとか、あとは各校の放課後の学習

支援や授業中の個別発表に支援人材を派

遣していくような取り組みを行っていき

たい。 

 このように全体と個別の双方の取り組

みから、学力の高位層の子も、低位層の子

も学力を高めていきたいと考えています。 

 １５番目の質問の補正予算について、調

査研究事業がなくなった影響について、ご

答弁申し上げます。これについては、一言

で申し上げますと、研究校のモチベーショ

ンが下がった。要するに残念だと感じたと

いうことです。 

 今回、調査研究校として指定していた学

校の校長は、こういった事業を使って学校

を変えたい、子どもたちの学力をつけて伸

ばしていきたいと思っておられました。教

員もこのような事業に手を上げて、やって

いこうという気持ちを持っていたところ、

残念ながら今回、新型コロナウイルス感染

症の関係でなくなってしまったので、残念

に思ったということです。それは教育委員

会としても同じです。一緒に連携しながら、
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学校と取り組んで、市全体の学力向上につ

なげていきたいと思っていましたので、そ

こが一番の大きな影響かなと思っており

ます。以上です。 

○三好俊範委員長 山根参事。 

○山根学校教育課参事 ご質問１０番目、

教育員人事に関わります病休による休職

者についてのご質問にご答弁申し上げま

す。 

 いわゆるメンタル不調による病気休暇、

休職者についてでございますが、残念なが

ら小・中学校それぞれ数名ずつおります。

以上でございます。 

○三好俊範委員長 北野教育次長。 

○北野教育次長 鳥飼まちづくりグラン

ドデザインに関連して、鳥飼東公民館と、

新鳥飼公民館について、公民館運営審議会

で議論する場面があるのかどうかという

問いに対するお答えをさせていただきま

すが、市の方針という大きなファシリティ

マネジメント、人口減少社会を見据えた、

やはり公共施設の在り方、ここには機能統

合という話もございます。 

 あと、鳥飼まちづくりに対して、どうい

う魅力ある施設を設置することで、活性化

につながるのかというような議論があり

ます。 

 また、これはさきの代表質問でもござい

ましたが、同じく公民館のコミュニティ施

設化に当たって、これまで公民館運営審議

会でも、社会教育委員会でも、教育委員会

でも議論をしまして、一定の方針が出てお

ります。 

 それは公民館を大規模改造なり、あるい

は建て替えする際は、もちろん公民館機能

を残した上で多機能化を図っていくんだ

という基本的な方針が出来上がっていま

す。 

 グランドデザインが、令和３年度末に、

各論も含めて姿が見えるということにな

りますので、私どもも当然ながら機能も含

めて、しっかり公民館運営審議会、社会教

育委員会、また教育委員会でも議論してま

いりたいと考えております。以上です。 

○三好俊範委員長 村上委員。 

○村上英明委員 いろいろとご答弁あり

がとうございます。 

 ３回目はほぼ要望になってくると思う

んですが、２番目の通学区域の件でござい

ます。 

これは本会議の中でも、私の代表質問で

述べさせてはいただいたんですけれども、

数字上というか、机上論の中ではやっぱり

多いとか、少ないとか、移動したらいいん

じゃないかというのが出てくるのかなと

いうふうに思うんですけども、やはりそれ

にはどうしても地域ということもありま

すし、今の校区を決めたという歴史的な部

分も出てくると思うので、そういったこと

で地域の声のみならず、保護者の声もアン

ケートでお聞きすると言われておられま

したので、様々な立場の方のご意見を聞い

ていただいて、それが将来的には鳥飼まち

づくりグランドデザインにも一部反映す

る部分も出てくるかもしれないんですが、

これもしっかりと基礎調査していただい

て、出てきた調査結果をまたしっかりと審

議をしていただきながら、やはり中長期で

これからの鳥飼地区に本当にしっかりと

目を向けていかなければいけない部分で

もございますので、そういう意味ではこの

基礎調査をしっかりとしていただいて、分

析をしたうえで、将来の鳥飼地区の在り方

をご検討していっていただきたいなとい

うことで、要望としておきます。 

 ４番目の学力定着度調査でございます。 
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 様々な形で全体的な考え方であるとか、

個別で考えていかなければいけないとか

いうことであったと思います。私の感覚で

は義務教育を終えて、一定の学力を持った

中で、社会に出ていく。これが今ほとんど

の方が、高校、大学という形で進んでいか

れますから、義務教育で大切な部分という

のは、一定の学力はそこで本人に持っても

らうというのが一番の基礎だというふう

に思います。そういう意味では、摂津ＳＵ

ＮＳＵＮ塾であるとか、放課後の学習であ

るとか、これは地域の方々もありがたいな

というお声も直接お聞きをしております

し、そういう施策で自分の子どもの学力が

上がってきたというのは、目に見えている

部分もあるというふうな声もありますか

ら、やはり学力の底上げという部分では、

家庭での学習をしていただくという部分

が私も重要なことだというふうに思いま

すので、やはり家で予習をする、復習をす

るという時間を取っていく。そういったこ

とをまたしっかりと教えていくというこ

とも必要だと思うので、この部分しっかり

と、全体的な学力の平均が上がるというの

も本当に大切なんですけども、この底上げ

というのも大切なことだと思うので、また

しっかりとこの辺は取り組んでいってい

ただきたいなということで、要望としてお

きます。 

 ６番目の小学校器具のロジャーの件で

ございます。これは中学校に進学した折も、

中学校器具として対応していっていただ

きたいということで、要望としておきます

ので、よろしくお願いいたします。 

 １０番目の教員の健康管理でございま

す。数名おられるということでございまし

た。 

 数名の教職員が学校をお休みになられ

るということになれば、その方の部分をほ

かの教員が賄うということも関連してく

るのかなというふうに思います。ご本人に

しても、またそのご家族の方にしても、学

校に行けていないというのは、やはりそれ

も一つのストレスにもなってくるのかな

というふうに思いますので、そういう意味

ではやはりこのメンタル的な部分をしっ

かりとフォローしていただくという形で、

また取り組みをしていっていただきたい

ということで、要望としておきます。 

 １２番目の給食施設の調査の件でござ

います。 

 取りあえずは土地の部分を庁内で一度

整理をしていくということで、そこでいろ

んな課題を調査していくという形での委

託になってくるというようなことだった

のかなというふうに思います。 

 中学校の給食の件につきましては、本会

議の中におきましても、家庭からのお弁当

の日を設けていただけるというようなこ

とでございましたので、私はもともと言っ

ているようにお弁当派でしたので、そうい

う意味でもやはりこのお弁当をなくすと

いうことではなしに、家族と生徒とのコミ

ュニケーションを常に取っていくという

のが、このお弁当の部分だというふうに思

いますから、そういう意味ではこれからし

っかりと調査をしていっていただいて、こ

れから短期、中長期になってくるんですけ

れども、将来の中学校の在り方をしっかり

と検討していっていただきたいと思いま

す。やっぱり食育っていうのは大切だと思

うので、そういう意味では取り組んでいっ

ていただきたいということで、要望として

おきます。 

 １４番目の公民館審議会委員の件です。

先ほどグランドデザインということで、教
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育次長のほうからご答弁をいただきまし

た。これは、グランドデザインにこの審議

会のほうの意見をどう反映していくのか、

やはり地域としては公共施設としての公

民館の在り方、それを利用されている方々

の思いっていうのもあると思いますから、

そういう意味ではそこにしっかりと審議

会の中でも議論していただくということ

も踏まえて、これからグランドデザインの

ほうへ反映するということも含めて、しっ

かりと地域の在り方、これからの公共施設

の在り方といったことも取り組んでいっ

ていただきたいなということで、要望とし

ておきます。 

 最後なんですが、学力の向上の部分でご

ざいます。 

 やはり、学力というのは先ほども申し上

げましたように、社会の一員となったとし

ても、その立場、立場でしっかりと社会で

活動していただく中で、本当に義務教育の

学力が必要な部分だというふうに思いま

す。その意味では先ほどこの調査がなくな

ったということで、モチベーションの部分

もあったんですけども、国からの中止とい

うことですが、やはり、もしよければ単費

でもやってもよかったのではないかなと

いうふうに思います。こういう現場の声を

しっかりと聞いていただいて、やっぱり市

としてはやっていくべきという方向に出

れば、予算もつけて、やっていくべきなん

だろうなというふうに思うので、この辺は

しっかりと学力向上につながる施策をこ

れからも取り組んでいっていただきたい

なということで、これは要望としておいて、

私の質問終わります。 

○三好俊範委員長 ほかございますか。 

 弘委員。 

○弘豊委員 おはようございます。続きま

して、質問を行いたいと思います。 

 そうしましたら、最初に予算書の歳入の

ほうで１点お聞きしておきたいと思いま

す。 

 ３２ページの教育使用料の部分で、前年

まではあった項目でいくつか消えている

項目がありまして、幼稚園用地の使用料等、

それから三宅柳田小学校多目的ホールの

使用料、これが昨年はあったかなと思うん

ですが、今回消えている理由について教え

ていただきたいと思います。 

 次に、これ以降は予算概要のほうでペー

ジ項目を拾っておりますので、お願いした

いと思います。 

 教育政策課に関わる部分で、１０４ペー

ジ、先ほど村上委員からの質問でもありま

したけれども、小中学校通学区事業に関わ

ってなんですけれども、先ほど来から議論

がされていますので、私のほうからは意見

ということで一言言っておきたいなとい

うふうに思うんですが、今、ご承知のよう

に摂津小学校の校区では児童数が本当に

たくさんで、学校も過密になってるなと感

じるところです。南千里丘関連の校区の変

更の審議の際でもあまり変化がなかった

ようなことでしたが、一部だけ、三島３丁

目の天満宮のあたりの地域が、以前から味

舌小学校区と摂津小学校区が同じ自治会

内で、道路を挟んで分かれているような、

そんな校区割りになってたところを、改善

したという変更も行われております。 

 今度の千里丘小学校が今後過密になっ

ていく、課題化していくということに関わ

っては、代表質問の中でも会派のほうから

指摘をしておるんですけれども、やっぱり

吹田操車場跡地のまちづくりと、今後のＪ

Ｒ千里丘駅西地区の再開発というような

ことが大きな影響だというふうに思うわ
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けです。 

 例えば、ＪＲ千里丘駅西地区再開発のタ

ワーマンションのところ、そこの部分だけ

の校区を、ＪＲ以南の三宅柳田小学校に移

すとか、そういったこと等々も含めて、今

後考えていかなければならない課題とい

うのは、いろいろあとあるんじゃないのか

なというふうにも感じているところであ

ります。 

 抜本的には、学校のキャパ、それから地

域のコミュニティももちろんそうなんで

すけれども、やっぱりそういったことも含

めて検討していっていただけるように、こ

の辺については要望としておきたいと思

います。 

 ３点目です。 

 予算概要の１１４ページ、これも教育政

策課に関わる部分です。小学校施設運営事

業のところの項目で、トイレの清掃や、特

殊清掃の委託という記載があるんですけ

れども、今回業者による清掃をふやして、

新型コロナウイルス感染症予防の観点か

らというようなことで聞いておりますけ

れども、具体的にどういう形でこれまで行

っていて、どういうところがふえるのかと

いうところ、教えていただけたらというふ

うに思います。 

 合わせて、小学校施設の改修事業につい

ても、代表質問のやり取りの中で、トイレ

改修の計画年次が２年遅れるというふう

なことがあったんですけれども、現時点で

のその計画と、やっぱりほかのところを優

先したらできない部分が出てきたみたい

なことをおっしゃってたかというふうに

思うんですけれども、詳しくお聞きしてお

きたいなというふうに思います。 

 次、４番目に、学校給食に関わってお聞

きしたいというふうに思います。 

 今、村上委員とのやり取りの中でも、小

学校給食のことをちらっと出ておりまし

た。 

 私は一昨年、給食室のドライ化の関係だ

ったかと思うんですけれども、三宅柳田小

学校の視察に行かせてもらったんですけ

れども、そこでもちろん施設を主に見に行

かせてもらったんですけれども、感心した

のは、アレルギー対応の調理、配膳のとこ

ろですよね。そういったところで、本当に

きめ細かくやられているなというふうに

感じました。 

 そういったところで、今後取り組みをそ

の中学校給食に関わって、そういったとこ

ろがセンター方式で、そういった取り組み

が果たしてどの程度までやれるのかなと

いうふうなことを感じたので、今回検討は

給食センターの建設可能性についての調

査というふうなことになるわけですが、そ

ういった内容の部分については、検討する

余地はないのかなというふうなことで、お

聞きしておきたいのと、この給食に関わっ

ては、補正予算のところで、教育次長のほ

うから議案説明の際に、債務負担行為の補

正の部分が報告されておりますけれども、

改めて詳細に、今回の契約の在り方と、今

後の見通しのところについてお聞かせい

ただけたらなというふうに思っておりま

す。 

 次に５点目です。 

 教育政策課の１２４ページのところに、

学童保育施設維持管理事業というような

ところで上がっております。 

 今回は８７５万３，０００円ということ

で、修繕料のみというふうなことになるの

かなというふうに思うのですが、学童保育

の課題の中で、やっぱり施設が足りないと

いうふうなこと、大きいのかなというふう
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に感じていて、空き教室の活用、またプレ

ハブの外に教室を作っているというふう

なところ、それぞれあるんですけれども、

子ども・子育て支援の基本計画の中では、

高学年の学童保育の受け入れも段階的に

進めていくというようなことも記載され

ていますが、施設の問題、あと指導員の問

題もあるというふうには聞いております

けれども、そこらあたりのところで、検討

というか、どのように議論がされているの

かというようなことについて、一度お聞き

しておきたいなというふうに思います。 

 次に、学校教育課に関わってです。 

 予算概要の１１０ページ、先ほど来も議

論がありました学力向上推進事業に関わ

ってです。 

 摂津ＳＵＮＳＵＮ塾が今年もそうです

けども、新年度も予算が増額されて、取り

組みがされているということなんですけ

れども、やる中での成果、いろいろ出てる

というふうに思うんですけれども、一方で

課題となっているようなことについても、

教えておいていただけたらなというふう

に思います。 

 それから、同じ学力向上推進事業で、学

力向上基盤づくりの、調査委託事業です。

これ今年度はできないというふうなこと

で、次年度は予算が計上されてるっていう

ふうなことになるんですけれども、これは、

前年度の分はもう中止というふうなこと

で、次は新しく、先ほどの答弁を聞いてる

と、そんな感じにも聞こえたんですけれど

も、延長というふうなことで、前にやるつ

もりやったことを継続して、持ち越してや

るっていうようなことではないのか、そこ

らをお聞きしておきたいと思います。 

 あと、昨年の予算審査のときの議事録等

を見ていましたら、必ずやらないといけな

いというようなことではないような、そう

いうご答弁やったかなというふうにも思

うのですが、コロナ禍の中で、国が中止さ

れたのも、やっぱり授業日数が確保できな

いとか、そういう課題等々があって、そう

いうふうに判断されてるんじゃないのか

なというふうに思えば、新年度やるってい

ったときに、そこらあたりは加味しなくて

いいのか。この点についても、お聞かせ願

えたらというふうに思います。 

 ７点目です。１１２ページで、学校マネ

ジメント支援事業が計上されていまして、

今回スクールサポーターの増員等を含め

て予算額も増額されているのかなという

ふうに思うのです。以前、小学１年生の学

級補助員だったり、あと支援に対する補助

員だったり、会計年度任用職員の制度に変

わったこともあって、そこらあたりが、配

置の状況が見えにくくなってるかなとい

うふうに実際思ってて、全体として、人員

の確保、そういったことがどのようになっ

ているのかというあたり、お聞かせいただ

けたらというふうに思います。 

 あと、もう一つ、学校教育課に関わって、

１１４ページ、１１８ページでそれぞれ小

学校教育用コンピューター事業、中学校教

育用コンピューター事業というようなこ

とで、児童・生徒全員にタブレットをお配

りしていることがあるんですけれども、学

校での環境整備もされてきましたけれど

も、家庭におけるインターネット環境の整

備について、これを開始されるときに、イ

ンターネット環境がない家庭に対しては、

モバイルＷｉーＦｉのルーターを無償貸

与するっていうようなことがされたとい

うふうに思うんです。 

 その説明を見ておると、令和２年度限り

っていうようなことで、できるだけ家庭で
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もそういう環境を独自で整備してほしい

みたいな、そういうことなのかなというふ

うに受け取ったんですけれども、令和３年

度は、このことをどのようにされているの

か。そこらあたり、引き続き貸与がされる

のか。 

 あと、就学援助を受給される家庭に対し

ては、通信環境に係る経費の支援を検討し

ていますっていうようなご説明もあった

ようですので、そこらあたりが予算組みさ

れているのか、気になるので、聞かせてい

ただけたらと思います。 

 次に、教育支援課に関わってです。これ

は具体的な予算項目と言うよりかは、この

新型コロナウイルス感染症の関係で、一時、

分散登校とかが実施されて、不登校の方が

減ったとか、いろいろといい効果もあった

というふうに聞いてるんですけれども、一

方で、学校再開してから随分とたっていま

すけれども、問題行動等々もふえてるよう

なことも聞きます。 

 そんな中で、新年度、適応指導教室事業

であったりとか、教育相談の関係も含めて、

何かしら、やっぱり新年度は取り組みに力

を入れてやらないかんというふうなこと

があるのかなというふうにも感じたりす

るんですが、そこらあたりについて、お聞

かせ願えたらと思います。 

 それと併せて、進路の問題とかで、やっ

ぱり悩まれている、そういう子どももふえ

たんではないのかなっていうふうに感じ

ています。進路選択支援事業というような

ことも組まれておりますけれども、そこら

あたりで、状況と力の入れ具合について、

お聞かせいただけたらと思います。 

 あと、生涯学習課に関わってです。 

 もう年度末の３月に入ってますけれど

も、新年度に入ればすぐに、こどもフェス

ティバルであったりとか、淀川わいわいガ

ヤガヤ祭であったりとか、５月、６月の時

期にこれらが予定されているんですけれ

ども、代表質問の中でもね、こういったイ

ベントごとについて、この新型コロナウイ

ルス感染症の影響がまだまだ収束しない

中で、やっぱりどういうふうにやったら開

催できるのかっていうような、そういうこ

とがあるっていうふうに思うんです。そこ

らの点について、もうすぐのことですから、

やっぱり中止すればいいっていうような

ことではなしに、やれる方向性と言うか、

やれる方法について、そういうようなこと

を庁内でも知恵を出しながら取り組んで

おるのかなというふうには思っておりま

すので、その点について、一つお聞かせい

ただきたいと思います。 

 最後、１１番目ですけれども、この生涯

学習課に関わって、生涯学習まちづくり推

進市民会議運営事業というのが昨年度ま

で予算の費目としてあったと思うんです

けども、今年はなくなっているようですの

で、その点について、お聞かせいただけた

らと思います。 

 以上です。 

○三好俊範委員長 答弁を求めます。 

 松田課長。 

○松田教育政策課長 まずは、歳入につい

てでございます。 

 幼稚園使用料がなくなった理由につい

てでございますが、とりかい幼稚園の使用

料が入っておりましたが、とりかいこども

園になりますので、ページで言いますと、

３０ページ、３１ページの民生使用料、児

童福祉施設使用料の認定こども園用地使

用料のほうに移動をしております。 

 次に、歳出についてでございます。 

 トイレ清掃についてでございますが、ト
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イレ清掃につきましては、これまで子ども

たちもトイレの掃除をしておりましたが、

本年度の新型コロナウイルス感染症の防

止のため、水を使ってのトイレ掃除は教職

員などの大人がすることになり、実際のと

ころ、学校の先生方がトイレの掃除をして

おります。教職員は、今年度は特に消毒等、

日頃の業務に加えての業務がございまし

て、なかなかしんどいという現場の声も多

数聞いておりました。次年度につきまして

は、新型コロナウイルス感染症対策の一環

で、トイレの清掃につきまして、清掃業者

に、週に１回ではございますがお願いをす

るところでございます。 

 一方、特殊清掃につきましては、今年度

から３年計画を立てて実施しております。

以前は平成１４年に一度実施し、二十数年

が経過し、かなりしつこい黄ばみや黒ずみ

が見えてまいりました。私たちもいろいろ

やってはみたんですけども、なかなか通常

の清掃では難しいということで、こちらの

ほうにつきましては、高圧洗浄であったり、

特殊な洗剤を用いての清掃でして、実際、

本年度にやらせていただいたんですけれ

ども、かなりきれいになりました。一旦き

れいになると、掃除をするのも気持ちよく

できますので、３か年計画で、また来年度

も予算取りをさせていただいているとこ

ろでございます。 

 一方、施設改修のトイレの計画について

でございますが、先ほど委員のほうからも

おっしゃっておられましたが、体育館のエ

アコン等の工事が多くなってきましたの

で、一旦２年間の延期をさせていただこう

と思っております。現在、鳥飼北小学校の

工事を来年度させていただきまして、その

後の順番はまたその折に、再度状況を確認

させていただいて、決めていこうかと思っ

ております。 

 これまでの計画上、鳥飼北小学校までが、

傷みが激しい、古いものでございました、

あとはそれほどの劣化ではないため、一旦

こちらについては、延期ということにさせ

ていただきたいと思っております。 

 次に、学童保育の維持管理についてでご

ざいます。 

 今後の高学年への延長等の検討につい

てでございますが、こちらの学童保育の修

繕料につきましては、毎年、担当課であり

ます子育て支援課と次年度の教室数の共

有化を図りながら、予算を立てているとこ

ろでございます。 

 今後につきましては、特に３５人以下学

級も入ってくるため、学童の教室数の増加

を踏まえて検討をしている次第でござい

ます。 

 今後も、子育て支援課と、また学校現場

のご意見を聞きながら、協議してまいりた

いと考えております。 

 以上でございます。 

○三好俊範委員長 坂本参事。 

○坂本教育政策課参事 ただいまのご質

問のうち、教育政策課に係ります質問番号

四つ目の学校給食に対するご質問ついて、

ご答弁申し上げます。 

 まず、今後の中学校給食について、セン

ター方式ということであれば、小学校のよ

うにアレルギー対応がしっかりとできる

のかどうかというお問いに対してでござ

いますけれども、現在、教育委員会といた

しまして、第一として考えております給食

センター方式のメリットでございますけ

れども、１か所で大量調理ができスケール

メリットが働くという点もございますけ

れども、最も大きなものといたしまして、

衛生管理及びアレルギー対応の徹底を図
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ることができるということが挙げられま

す。 

 実際、視察の際に、見ていただきました

ように、現在、各小学校において、とても

繊細にアレルギー対応を行っております

けれども、給食センターにおきましてはそ

れ以上のものができるというふうに考え

ております。 

 具体的に申し上げますと、アレルギーの

専用調理室というものを通常の給食セン

ターでは設けるというのが通例になって

おりまして、そういったアレルギー専用調

理室で調理することによって、現在よりも

より厳密な対応が図れるのではないかと

いうふうに考えております。 

 続きまして、補正予算の債務負担につい

ての詳細について、ご答弁申し上げます。 

 今年度、当初予算において、中学校給食

調理業務委託について、３年間の債務負担

行為の承認をいただきまして、それを受け

まして、令和２年７月から 8月にかけてプ

ロポーザルにおいて、業者の募集を行った

ところでございます。 

 結果といたしましては、１者のみの応募

となりまして、応札額につきましても、現

行の契約額の倍額というふうになってし

まいまして、このため、現在の債務負担行

為額のままですと、限度額を超過する可能

性が高いということで、このたび債務負担

行為の補正を行う次第でございます。 

 単価が、ここまで増額した理由といたし

ましては、新型コロナウイルス感染症拡大

の影響で、昨年３月から５月まで、学校給

食の提供が停止となりまして、その影響が

多分にあるのかなと。 

 また、併せまして、本市の中学校給食の

実施方式が選択制ということで、業者にと

っては、非常に食数が読めない、不安定な

方式であるということから、単価が大幅に

増加したものというふうに考えておりま

す。 

 以上でございます。 

○三好俊範委員長 河平課長。 

○河平学校教育課長 それでは学校教育

課に関わる内容について、ご答弁申し上げ

ます。 

 まず、学力向上推進事業の摂津ＳＵＮＳ

ＵＮ塾の成果、特に課題についての内容で

ございます。まず成果については、参加し

ている子どもたちの学力に向上が見られ

ているとともに、アンケート調査等から家

庭学習の時間もふえてきている状況にご

ざいます。 

 続いて、課題としては、こちら希望制と

なっておりますので、例えば学校でこの子

には参加してほしいと思っていても、希望

制のため参加していない場合もございま

す。本年度、学校に名簿をお渡しして、ぜ

ひ声かけをしてくださいと伝えておりま

すが、狙った子が必ずしも参加できてない。

これが課題かなと思っております。 

 続いては、学力向上の基盤づくりの内容

です。本年度については、昨年度と同じく、

読解力の向上や効果的な補充学習等の内

容に取り組むということになっています。 

 ただし、学校の選定につきましては、年

度が替わりますと、人員の配置やら状況変

化しますので、今回は違う学校を選定して

いきたいと考えているところです。 

 また必ずやるものなのか、新型コロナウ

イルス感染症の影響を考えて実施するの

か、しないこともあるのかという質問だっ

たと思います。こちらについては府のほう

が府内全域に、全市町村に希望を取り、摂

津市として手を挙げて申請が通ったとい

う状況です。 
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 来年度の令和３年度については、新型コ

ロナウイルス感染症の関係の臨時休業は

できるだけ行わないという国の方針であ

りますのでありますので、摂津市としては、

積極的にやっていきたいと考えておりま

す。 

 続いて、学校マネジメント支援事業につ

いて、支援人材の全体としての人員の確保

に係る内容です。 

 会計年度任用職員の制度に変わってい

くにあたって、人事課とも随分協議をさせ

てもらい、学校に対する支援をしっかりし

ていきたいという思いを伝え、予算増にな

りますが、人員の確保はできるような形で

協議を重ね、確保することができておりま

す。また、スクールサポーターも来年度に

ついては、１５名増員しておりますので、

トータルとしては、人員も予算もふえてい

る状況になっています。 

 ただし、募集等はしているのですけども、

なかなか応募される方がいない状況で、昨

今のこの人材不足、人員不足の状況が学校

現場には重くのしかかっています。現状と

しましては年度当初から学校をしっかり

支援できるように、人材確保に努めている

ところです。 

 続いて、小・中学校のコンピューター事

業の家庭用Ｗｉ－Ｆｉの対応についてで

す。モバイルＷｉ－Ｆｉの通信料の支援に

ついては、令和３年度は対象としないとい

うふうにしております。 

 ただし、モバイルＷｉ－Ｆｉの機器自体

は貸与することができるかなと。中に入れ

るＳＩＭカードの契約については、各家庭

でやっていただきたいと考えております。 

 就学援助等の対象になるかについては、

現在、本市では、基本的にタブレット端末

の活用について、授業での活用としていま

す。もちろん家庭に持ち帰って、家庭学習

で活用することも本年度試しでやっても

らったりとかしております。このように、

基本的には学校の授業で、時折、家庭とい

う形であると、就学援助の対象にはならな

いと聞いております。家庭にＷｉ－Ｆｉ環

境がないところにつきましては、家庭学習

内容についてもデジタルとこれまでと同

じようなプリント対応ものも考えていく

必要があると捉えております。 

 以上です。 

○三好俊範委員長 藤山課長。 

○藤山教育支援課長 それでは、教育支援

課所管分に関わりますご質問にお答えい

たします。 

 まず、コロナ禍における適応指導教室事

業、教育相談事業、進路相談支援事業につ

いてでございますが、学校が再開してから

の問題行動増加という市内の状況と同様、

適応指導教室に通います児童・生徒につい

て、今年度、最初は例年どおりの状況でご

ざいましたが、やはり２学期以降、通室体

験をする児童・生徒含め、人数が増加して

いる状況にございます。適応指導教室では、

そうした学校へ行けない児童・生徒に対し

て、居場所づくりを行っており、学生ボラ

ンティアや教育支援嘱託員が学力保障の

取り組み、それから社会性育成の取り組み

を行っているところでございます。今後強

化していく必要を考えておりますのは、ア

イパッドがそれぞれ一人１台配備されま

したので、これまでの課題としましては、

一旦、適応指導教室に通い始めてしまうと、

学校とのつながりが薄れてしまうという

ことがございましたが、学校とオンライン

を使ってつながる、少し担任の先生とお話

しできる、教室の授業の状況を少しでも見

られるというような状況を作っていきた
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いと考えておるところです。 

 また、教育相談についてでございますが、

例年でありましたら、子どもからの電話相

談というのは、ほぼない状況でございます

が、今年度に限りまして、やはり学校生活、

自身の心理状態についての相談電話とい

うのが数件ございました。 

 進路相談についてでございますが、奨学

金について、各中学校の進路説明会等に出

向きまして、奨学金窓口の紹介等をしてお

るところですけれども、今年度については、

思ったより相談はございませんでした。 

 ただし、過年度生、卒業した生徒が学び

直しのために、もう一度高校進学を考えた

ときに、奨学金がないかというような相談

がございました。 

 相談の窓口を強化していくことについ

てでございますが、教育センターでは、昨

年度から毎週金曜日１９時まで開館とい

うことを始めましたが、今年度は、４月か

ら心理相談員も金曜日は１９時まで勤務

するようにしております。 

 今年度２月からは、進路相談の窓口も金

曜日は１９時までということで受け付け

ております。 

 引き続き、こうした取り組みを周知しな

がら、取り組みを続けてまいりたいと考え

ております。 

 以上でございます。 

○三好俊範委員長 早川部参事。 

○早川教育部参事 それでは、生涯学習課

のご質問にご答弁させていただきます。 

 まず、１点目、教育使用料、三宅柳田小

学校の施設使用料でございますが、こちら

につきましては、学校体育施設使用料とい

うことで、ほぼ一緒の内容でございますの

で、学校の体育施設使用料のほうに一緒に

させていただいております。 

 次に、事業の開催についてでございます

が、今年度、コロナ禍において、対策を取

って事業のほうは行っております。 

 例えば、公民館においては発表会の代替

えイベントとしまして、各公民館の発表会

等を上映させていただいております。場所

については、市役所と各公民館で上映して

おります。発表の部が６団体と展示の部が

６団体出ていただいております。 

 また、生涯フェスティバルについては、

１１月１日に防災と避難についてという

テーマで、コミュニティプラザで人数の制

限等を行って開催しております。 

 また、一環の行事で、ペットボトルアー

ト作品展、三宅スポーツセンターにおいて、

写真等で撮りまして、コミュニティプラザ

で写真の展示を行っております。 

 こどもフェスティバルの開催とわいわ

いガヤガヤ祭の開催でございますが、この

３月に、実行委員会を開いて、これからど

うしていくかという議論を行って、決めて

いきたいと考えています。 

 以上です。 

 あと１点、摂津市の生涯学習まちづくり

推進市民会議でございますが、こちらにつ

きましては、今回策定する教育推進基本計

画、こちらに生涯学習推進計画を盛り込む

ことにしまして、まちづくり市民会議の役

目が終わったということで、今回削除とい

うことにさせていただいております。 

 以上です。 

○三好俊範委員長 暫時休憩します。 

（午前１１時５９分 休憩） 

（午後 １時    再開） 

○三好俊範委員長 再開いたします。 

 休憩前に引き続き、質疑に入ります。 

 弘委員。 

○弘豊委員 それでは、２回目の質問から
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始めさせていただきたいと思います。 

 最初に、教育使用料の歳入です。 

 幼稚園の用地使用料が認定こども園に

変わったというようなことで、そちらのほ

うに切り替わっているのと、三宅柳田小学

校多目的ホール使用料のほうは、学校体育

施設開放使用料というようなところで、そ

ちらの科目のほうにそれぞれが移行して

るということです。 

 前年と比べてみたときに、なくなってる

と使用できなくなってるのかなというふ

うに思いますもんで、確認の意味で、聞か

せてもらいました。この点については、理

解しました。結構です。 

 次に、教育政策課に関わる質問のほうで

す。 

 トイレの清掃と特殊清掃のことについ

て、お聞きしました。大分、古くなってる

トイレ等々でね、汚れがもう染みついてて、

そこのところの特殊清掃っていうような

ことは、やっぱり現場でも随分喜ばれてる

っていうふうに、保護者の声からもお聞き

しておりますので、ぜひこれは引き続き取

り組んでいただきたいというふうに思い

ます。 

 それから、週１回の業者清掃のほうも、

これは全ての学校でトイレの数も随分と

たくさんあるっていうふうなふうに理解

してるんですけれども、ここをそれぞれ週

１回というようなことでしたら、どういう

サイクルと言うか、そこらあたりの具体的

な契約について、２回目でもう一度お聞き

しておきたいなというふうに思います。 

 また、子どもがいてない土日とかに一斉

にやってしまうのか、方法について、お聞

きしたいというふうに思います。 

 それから、併せてお聞きしました施設改

修のほうで、７か年計画の部分が、鳥飼北

小学校のトイレ改修まで行ったら、一旦緊

急度が下がるので、先送りにしても大丈夫

みたいなことで、今のご答弁では、そうい

うふうに伺ったわけですけれども、体育館

のエアコンと、それから各学校の照明、Ｌ

ＥＤ灯、そういったところの優先度の高い

ところから順番に実施するというような

ことで、今、計画が立てられているという

ようなことでね、そこは了解しましたが、

まだ済んでない学校のところで期待され

ているというようなこともあるかと思い

ますのでね、そこのほうもぜひまたお願い

しておきたいというふうに思います。 

 また、体育館のエアコン設置の分でも、

午前中の議論の中で、答弁を聞いておりま

したが、やっぱりやり方をしっかりと検討

する中で、この５か年ですべての学校に設

置というふうなことのところ、それも順次、

計画どおりに進めていっていただきたい

というふうに、付け加えておきたいと思い

ます。 

 次に、中学校給食に関わる部分なんです

けれども、衛生管理やアレルギーの対応に

ついては、自校調理で行う以上に、給食セ

ンターではしっかりとした体制が取れま

すというふうなことの答弁を聞いて、そう

なんだと、驚いているんですけれども、ま

たもし機会があれば、最新ではどんな形で

給食センターでやられているのかみたい

なのも、見る機会があったら、見れたらな

というふうにも思っております。 

 ただ、そういうこともありつつですけれ

ども、自校は自校のよさっていうのもね、

またそれ以外にもあるかというふうに思

いますので、そこらあたりは可能性から完

全に排除するのではなくて、考えていただ

きたいとも、これは申し上げておきたいと

思います。 
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 それと、補正予算の債務負担行為の件で

ね、昨年７月、８月の時点で、この時期的

なタイミングが悪かったと言えば、そうか

もしれません。４月、５月の緊急事態宣言

明けて、今後新型コロナウイルス感染症が

どうなっていくのかっていうようなこと

も、先行き不透明な中で、業者も手を挙げ

にくいっていうふうな時期やったかとい

うふうに思うんですよ。 

 ただ、そこで契約を結んで、その内容が

これまでと比べて、どんと跳ね上がるって

いうようなことでね、一旦もう先送りにす

るというようなことも、できなかったのか

なというふうなことも思ったり、あとよそ

でもね、このデリバリーの選択方式で中学

校給食をやってるところは多くあるわけ

で、なかなか食数が見通せないっていうふ

うなことは、どことも一緒っていうふうに

も思うんです。そんな中での現状ですから、

大阪府内の他市では、大体どれぐらいの単

価でやっているのか。今の摂津市の契約の

部分と踏まえて、その比較なんかもつかん

でおるようやったら教えていただきたい

なというふうに、２回目、質問しておきま

す。 

 それから、学童保育の関係です。 

 所管は子ども教育課のほうが中心にな

って、子育て支援課のほうが中心に計画も

今後の事業の方向性も出していくんだろ

うと思うんだけども、どうしてもやっぱり

学校現場との兼ね合いがないとやってい

けないということですから、そこの橋渡し

役でね、議論もしてもらってるとは思うん

です。けれども、今のニーズに対して、保

育所のニーズと併せて、学童の保育も、預

ける子どもがふえてるっていうふうにも

聞いておりますから、そこらあたりの改善

とか、新型コロナウイルス感染症の中で、

本来やったらクラス数を分けてやるのが

望ましいけれども、１クラスの定数、単位

が大きくなってしまってるっていうふう

なことなんかも聞いておりますので、ここ

のところは、また手を打つようにお願いし

ておきたいというふうに思います。ぜひ教

育長、教育次長、検討してください。 

 次に、学校教育課に関わる部分です。学

力向上推進事業の中で、摂津ＳＵＮＳＵＮ

塾の取り組みと、それから基盤づくりの調

査の委託の話とをそれぞれ聞きました。 

 摂津ＳＵＮＳＵＮ塾の取り組みの中で

ね、いろんな改善点と言うか、取り組みの

中でのよい影響、家庭学習の時間もふえて

いるであったりとか、そういったこともお

聞きしました。 

 ただ、耳にする中で、会場と近隣とのト

ラブル的なこともあるんだっていうよう

なことを聞いて、それは何とかせないかん

なというふうに思ったんです。夜の遅い時

間に公共施設のところで、子どもにしてみ

たら、１時間の授業を受けにくるけども、

授業を受けてすぐに帰るっていうふうに

ならずに、しばらくそこでたまってるとい

うふうなこととか、会場外の駐車場のとこ

ろで夜遅くまでしゃべってるとかという

ようなことがあるようです。 

 どれぐらいの時間帯で組まれてるのか

なっていうようなことも見てみたら、小学

６年生が５時台から始まって６時台で終

わるんですよね。１時間ごとで、中学１年

生、中学２年生、中学３年生とやっていっ

たら、中学３年生は、終わるのはもう９時

４０分とか、そういう割と遅い時間になる

んですよね。民間の一般の塾とかも結構遅

い時間までやってるというふうには思う

んですけども、そういう時間設定なんかに

ついて、どうなのか、お考えをお聞きして
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おきたいなというふうに思います。 

 それと、学力向上基盤づくりの事業です

けれども、話を聞いてると、やっぱりいい

中身もあるんだろうなっていうふうには

思うところもあるんですけれども、授業が

もう手いっぱいっていう学校現場の話な

んかを伺ったりすると、それに加えて、こ

ういう追加の取り組みもあるのかなって

いうふうなことを思えば、いろいろと学校

現場で先生が不足していることとか、その

ほかのいろいろな人員の問題とか、そうい

ったのがクリアできてこそ、こういった取

り組みにも意義が出てくるんじゃないの

かなっていうふうなことをね、単純に考え

たりもしてたりします。 

 この点については、無理のない範囲でや

れればやるというようなことでいいんじ

ゃないかなというふうに思いましたので、

言っておきたいと思います。 

 学校マネジメント支援事業のことで、支

援人材の確保について、お聞きしました。

スクールサポーターにしてもね、学習支援

の方にしても、やっぱり予算を取って、そ

の分しっかりと人員の配置がなかったら、

絵に描いた餅になってしまうので、昨今、

保育所にしても、学童保育にしても、なか

なか人員が集まらないというふうなこと

が課題になってるというふうにも聞いて

いますし、そういった議論をしたときに、

やっぱり市役所の人事課の募集のノウハ

ウとか、そんなのもしっかり連携しながら

やってもらいたいなというようなことも

言ってたかというふうに思うんですよ。 

 ここの人の募集の仕方、どんな取り組み

をされてるのかっていうようなことでお

聞きしたいと思います。 

 次に、コンピューターの関係で、家庭の

インターネット環境、そのことについても、

先ほどお聞きしましたが、メーンは学校で

活用してるんだというようなことで、家庭

でも時々使ってるっていうようなことな

んですかね、新年度については、新型コロ

ナウイルス感染症の影響で、一斉休校や在

宅でのオンラインみたいなことを考える

必要はないとは言わないけども、そういう

可能性は薄いのかなっていうふうな、そう

いうことなんだと理解しました。ただ、や

っぱり家庭環境で学習の格差みたいな、そ

ういうことになってると、残念だなってい

うふうな気がしますので、そこはまた知恵

を絞っていただきたいというふうに思い

ますし、就学援助の制度としては、なかな

か活用できないっていうこともおっしゃ

いましたけども、それでもやっぱり独自で

何とかやる方法がないのかなっていうふ

うなことの検討を続けていってもらいた

いなというふうに思いました。これも答弁

は結構です。 

 次に、教育支援課のほうで、今の情勢的

なところでね、子どもの状況や相談がどう

なってるかみたいなことをお聞きしまし

たが、ここでもオンラインで子どもとつな

がれる、そういうことが今、可能性として

あるのかなっていうふうなことをおっし

ゃられました。 

 そういったところを特にね、やっぱり家

庭の環境っていうふうなことが大事だと

いうふうにも思いましたし、さっきのアイ

パッドでつながるっていうふうな、そうい

うことについては、追及していっていただ

くのはよいことかというふうに思います。 

 ただ、コロナ禍においていろいろと課題

や背景とか、学校の状況っていうふうなこ

とはあると思うんですけれども、これは教

育支援課っていうよりかは、学校全体の問

題だと思うんですけれども、やっぱり今、
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文部科学省なんかが少人数学級を進めな

いといけないっていうふうな、きっかけに

なってるところも、やっぱり過密であった

り、教師の目が行き届かない、そういう授

業っていうようなことがあるかというふ

うに思うんです。だからよりきめ細かくし

ていくために、３５人学級の拡大っていう

ようなことが今、進められていくっていう

ふうなことから思えば、学級の定数との関

係で、支援学級の生徒も含めて４０人超え

ているクラスがまだまだあるっていうふ

うなことを以前から指摘しておりました。

せめてそこだけでも解消することができ

ないのかなっていうふうなことで、学級編

成との関係にもなりますけれども、現時点

で、小学１、２年生だったら３５人を越え

てるクラス、小学３年生以降だったら４０

人超えてるクラスどれぐらいあるのかな

っていうようなことで、教えていただけた

らと思います。 

 あと、最後、生涯学習課に関わる部分で

す。こどもフェスティバルや淀川わいわい

ガヤガヤ祭や、先ほど３月に実行委員会を

持って対応を考えていくっていうふうな

ことでお聞きしました。 

 ぜひ、開催ができる方向でみんなで話し

合っていっていただきたいなというふう

に思います。屋外ですから、感染対策、３

密を避ける云々あると思うんだけども、や

っぱり一番ネックになるのが、飲食に関わ

るところかなと思います。この時期的なこ

とで、市が主催するいろんなイベントでの

飲食のことなんかで言ったら、どっかで議

論する場と言うか、要るんじゃないかなと

思うんですが、そういう課を越えた話し合

いの場みたいなのが今の時点ではあるの

かどうか。できたら１点お聞きしたいと思

います。 

 あと、生涯学習まちづくり推進市民会議

が役目が終わって解散されたというふう

なことです。 

 何となしに、やっぱりさみしいような気

がしますが、その代わりに、今こういうふ

うな取り組みと言うか、組織なり、そうい

う動きが、もしあるようでしたら教えてい

ただけたらと思います。 

 ２回目は、以上です。 

○三好俊範委員長 答弁を求めます。 

 松田課長。 

○松田教育政策課長 トイレ清掃の仕様

についてのお問いでございます。 

 トイレ清掃につきましては、当課では、

基本的には土日で検討しておりまして、夏

季休業などの、実際に子どもが今までして

おられなかった期間を除いた分の回数で

仕様を検討しております。 

 ただし、詳細につきましては、この予算

の決定後に学校と協議をしながら決定を

していきたいと思っております。 

 以上でございます。 

○三好俊範委員長 坂本参事。 

○坂本教育政策課参事 学校給食の他市

状況についてのお問いに対して、ご答弁申

し上げます。 

 本市と同様のデリバリー選択方式を取

っておりまして、なおかつ、本市と同様の

１食単価で契約している他市の状況につ

きましてでございますけれども、府内で４

市ございます。この４市が吹田市、八尾市、

羽曳野市、豊中市となっておりまして、そ

れぞれの単価についてでございますが、吹

田市が１食当たり２９０円、八尾市が１食

当たり４４１円、羽曳野市が６１６円、豊

中市が喫食率にもよりますけれども、９％

未満であれば３００円というふうになっ

ております。この他市状況を見ますと、確
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かに委員がおっしゃられますように、新型

コロナウイルス感染症が流行後という、タ

イミングが悪かったというところもある

かとは思うんですけれども、自治体の人口

規模に比例をしておりまして、やはり１日

当たりの食数が１食当たり単価に多分に

影響しているのではないかというふうに

考えております。 

 以上でございます。 

○三好俊範委員長 河平課長。 

○河平学校教育課長 それでは、学校教育

課に関わる内容について、ご答弁申し上げ

ます。 

 まず、摂津ＳＵＮＳＵＮ塾の時間設定に

ついての内容です。 

 この摂津ＳＵＮＳＵＮ塾は、各会場、週

２回の開会としておりまして、中学校の部

活動時間等を考えると、現在の開始の形と

いうふうになっています。 

 ただし、先ほどご指摘もありましたよう

に、会場の使用の在り方も含めて、時間設

定については、また今後検討もしてまいり

たいと思います。 

 続いて、マネジメント支援事業の支援人

材の募集の工夫についてです。 

 現在、支援人材の募集については、ウェ

ブページや広報誌、ハローワークなども活

用しております。また保護者に対して案内

チラシも配布しています。 

 また、安全・安心メールでも周知等をす

るなど、様々な工夫をして人材を確保して

いきたいと考えております。 

 以上です。 

○三好俊範委員長 山根参事 

○山根学校教育課参事 仮に支援学級に

在籍する児童・生徒を含めた場合に小学１、

２年生で３５人を超える、小学３年生以上

で４０人を超える学級について、ご答弁い

たします。 

 小学校１０校、６０学年のうち、該当す

る学年は９学年、中学校５校、１５学年の

うち、該当する学年は、３学年でございま

す。 

 以上でございます。 

○三好俊範委員長 早川部参事。 

○早川教育部参事 それでは、生涯学習課

に係ります２点について、ご答弁申し上げ

ます。 

 まず、１点目、課を越えての協議という

ことでございますが、ほとんど私どもの事

業については、市民団体が入っておりまし

て、市民団体の方と十分な協議はしており

まして、その中で、やはり事業はできない

ということで、いくつかが中止となってお

ります。 

 ただ、先ほども言いましたように、でき

ることは縮小して行ってまいります。 

 もう１点、生涯学習まちづくり推進市民

会議でございますが、こちらにつきまして

は、このまちづくり市民会議は廃止させて

いただきますけども、公民館等でアンケー

トを実施し、市民の意見をお聞きして、今

後また取り組んでいきます。 

 以上です。 

○三好俊範委員長 弘委員。 

○弘豊委員 ありがとうございます。 

  ３回目になります。おおむね要望とし

ておきたいんですけれども、トイレの業者

清掃については、休みの日にやれたら、そ

れがいいのかなというふうに私も思いま

したし、一斉にそういった形でできるのか

どうかっていうようなこともあるかとい

うふうには思いますけれども、そこのとこ

ろは、ぜひぜひ行っていってもらえたらと

いうふうに感じました。よろしくお願いい

たします。 
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 次に、中学校給食の部分です。債務負担

行為を組んでいる額から大幅に超えるよ

うな契約になってしまったっていうふう

に理解してて、他市と比較したときにも、

やっぱり摂津市の今回の額っていうのは

高いというふうに、率直に思うんですよ。 

 そもそも、去年の予算審査のときに、債

務負担行為の上限額っていうふうなこと

がここで諮って、決定してるわけですから、

こんなおよそ２．５倍ぐらいの補正予算が

あがってるっていうようなことについて

は、なかなか納得しがたい部分であります。

契約の時期をずらすっていうようなこと

とかも考えられなかったのかとか含めて、

再度、教育次長にお答えをお願いしたいと

いうふうに思います。 

 あと、学力向上推進事業のところの摂津

ＳＵＮＳＵＮ塾の関係で、お答えいただい

た時間の関係で言ったら、クラブ活動のこ

とも含めたら、やっぱりこうなるのかなっ

ていうふうなことは、確かにそうかなとい

うふうにも思うところです。 

 ただ、せっかくいい取り組みをしてるの

に、施設の周辺の皆さんから苦情が来るっ

ていうようなこともね、やっぱりよくない

なというふうにも感じましたんで、そこら

あたりのところは、会場を含め、委託して

いるところなんかへの対応なんかも含め

て、対策を取ってもらえるようなことも要

望しておきたいというふうに思います。 

 それと、支援人材の募集についても、い

ろいろ工夫しながらやってるんだという

ようなことをお答えいただいております。 

 本来的には、やっぱり教職員がきっちり

とそろって学校現場で対応できるってい

うようなことが大事だっていうふうにも

思っていますけれども、その部分にも欠員

が出てしまうような状況があって、せめて

サポートする支援の人材をバックアップ

して、押し上げていって、子どもたちのた

めに知恵と力を絞っていくっていうふう

なことですから、教育委員会だけが抱え込

むっていうようなことではなしに、もっと

いろんなところの力を借りてやることも

大事かというふうにも思いましたので、こ

のことについては、要望しておきたいとい

うふうに思います。 

 それと、少人数学級の関係で、人数が超

えている学級数っていうのが結構あるん

だということで、ホームページのほうで、

児童・生徒の数の一覧表というのが２月分

が出ていました。私がチェックした関係で

言ったら、さっき学年の数でお答えいただ

きましたけども、クラスの数にすると、小

学１、２年生のところでは、３クラス、そ

れから小学３年生から小学６年生までの

ところで１０クラスと。それから中学生で

は８クラスというのが、定数よりも多く過

密な感じの教室になってるんじゃないか

っていうふうに思うんですよ。そういうと

ころをね、やっぱり一日も早く環境改善っ

ていうふうなことをしていくっていうの

んは、課題だというふうに思います。 

 せめてそういった過密解消というふう

な意味合いで、独自の取り組みも求めてお

きたいというふうに思います。 

 あと、生涯学習に関わってですが、いろ

んな団体、実行委員会の皆さんと一緒にそ

こは協議してやっていくんだというよう

なことでお答えいただいて、確かにそうな

のかなというようなことも思うんですけ

れどもね。 

 ただ、いろんな取り組みやイベント、市

としての関わってる行事っていうのはあ

るわけで、そこで新型コロナウイルス感染

症との関わり合いの中で、いろんな場で協
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議することがあるんじゃないのかなと思

ったので、聞いたんですけれどもね、また

部長会議等々、いろんなところでも、そん

な話題にはなったりするんじゃないかな

というふうにも思いますのでね、やれる行

事、どうやってやっていくのか、そういっ

たことは本会議の場でも、教育長もおっし

ゃっていたかというふうに思いますので、

ぜひ方法を模索して、取り組みを進めてい

ってもらいたいというふうに、このことも

答弁は結構ですので、要望しておきたいと

思います。 

○三好俊範委員長 それでは、答弁を求め

ます。 

 教育次長。 

○北野教育次長 債務負担行為限度額が

補正予算２．５倍というのが大き過ぎるの

ではないかというご質問でございます。 

 そもそもこのデリバリー選択制給食、始

まったときの当初の目標喫食３０％でご

ざいます。３０％が実際蓋を開けてみます

と、５％を下回るというような状況、この

喫食率の低迷っていうのが随分長い間、現

在も５％弱となっておりますが、そのよう

な状況が続いております。このことが大き

な課題であり、我々自身が感じており、こ

のたび教育委員会で方針を示させていた

だいたところでございます。 

 実際の委託単価でございますが、この委

託料の中には、単純に業者の工場の中で給

食を作るだけではございません。これに配

送費がございます。もちろん各中学校には

配膳室がありそこにも人員を配置しなけ

ればなりません。 

 したがいまして、摂津市の子どもたち、

約２，０００人以上の中学生がおりますが、

この５％と言いますと、１００人余り。給

食を２トントラックが全ての中学校へ配

送し、そこに配膳員を配置する。このこと

っていうのは、非常に大きなスケールデメ

リットであるということをこう言わざる

を得ない状況にございます。したがいまし

て、我々はこの選択制の給食の喫食率を何

とか上げれないかということで、随分いろ

んな企画もやってまいりましたが、なかな

か子どもたちの心に響かない。そのような

現状が続いておるところでございます。 

 いずれにしましても、この単価は、私も

非常に高いなという感覚を持っておりま

す。 

 ただ、一旦このデリバリー選択制を学校

給食という形で定義した以上、これは持続

可能になるものにしなければならないと

いうのが私たちの使命でございますので、

単価については、今後また業者ともしっか

り詰めながら、一定いわゆる新型コロナウ

イルス感染症によるこの単価だったんか

どうか。やはり経営戦略上の問題があるの

かどうか。そのことも含めて、しっかり協

議してまいりたいと思います。 

 以上でございます。 

○三好俊範委員長 弘委員。 

○弘豊委員 最後ですので、中学校給食に

関わる部分だけですけれども、今回、新年

度からの３年っていう契約が結ばれるわ

けですけれども、その中で、また教育次長

の答弁の中では、業者ともすり合わせてい

かないかんのかなっていうようなことな

のかというふうに受け取りました。 

 今、中学校給食の全員喫食、給食センタ

ー方式で進めていく検討が始まっていく

わけですけども、スケジュール的には、５

年、６年かかるようなことです。そうする

と３年後にはまた契約更新の時期になっ

て、更新ごとに値上げになるというふうな

ことならば、やっぱりもっと前倒しで全員
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喫食を開始できるような、そういうスピー

ディーなスケジュール立てができないの

かなっていうようなことを率直に思うば

かりです。 

 それと、やっぱり契約の在り方、そこの

ところでの問題もなかったのかなってい

うようなことは、もう一度やっぱり検証も

していってほしいというふうに思います。 

 子どもたちのよりよい学校生活の中で

の給食を検討されているというようなこ

とは、重々は理解をしておりますけれども、

今の取り組みでは不十分だというような

ことで、申し上げておきたいと思います。 

 以上です。 

○三好俊範委員長 ほかございますか。 

 嶋野委員。 

○嶋野浩一朗委員 それでは、何点かお聞

かせいただきたいと思います。 

 まずは、１点目に、小学校給食に関わる

点につきまして、何点かお聞かせいただき

たいと思います。 

 １点目が、令和３年度の市政運営の大き

な方針の中でもうたっておられますけれ

ども、小学校の給食費につきまして、食材

が高騰してるんだと。本来であるならば、

保護者から頂く給食費についても、値上げ

といったものは当然検討されるところを、

新型コロナウイルス感染症の影響がある

ので、令和３年度につきましては、令和２

年度同様に、据え置くという方針が、この

市政運営の方針の中でうたわれておりま

す。 

 具体的にお聞かせいただきたいんです

けれども、もし令和３年度におきまして、

当初の予定通りに給食費を計算したなら

ば、いくらぐらいになるのか。そこをどの

ような形で据え置いていかれたのか。まず

はその点について、お聞かせいただきたい

と思います。 

 それから、これは従前からお聞かせいた

だいてることでございますけれども、収納

率の話でございます。相当のご努力をいた

だいておりまして、９９．４％ぐらいで、

この間、推移をしてきたと思うんです。 

 そこにつきましては、学校の事務の職員

の方であるとか、当然、学校の先生方もご

努力をいただいて、この数字になってるの

かなというように考えております。当然、

令和３年度の予算を組むに当たりまして、

恐らく１００％を目指していかれるわけ

でございますけれども、若干の滞納は出る

のかな。そういった計算も見込まれて、予

算を組まれてるのかなというふうに思い

ます。その点についてもお聞かせいただき

たいということと、実際にどのように今後

対応されていかれるのか。その点について

も確認をさせていただきたいなと思いま

す。 

 それから、これも以前からお聞かせいた

だいてる話でございますけれども、小学校

の給食における残渣の点でございます。 

 私は、学校の給食で食品ロスが出るとい

うことは、これは本当に大きな課題だなと

思っております。 

 この点についても、以前から残ったもの

を残渣にしていくという取り組みをしな

がら、食品ロスは出るんだけれども、しか

し資源という観点からね、有効に活用して

いこうということで、いろんな取り組みを

されてこられたというふうに思います。 

 これまでの取り組みについても、評価も

していただきながら、今後いかに残渣を少

なくしていく取り組み行っていくのか。こ

の点についても、お聞かせをいただきたい

なと思います。 

 続きまして、２点目に、中学校給食につ
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いても、お聞かせいただきたいと思います。 

 まずは、債務負担行為のことについてな

んですけれども、これは村上委員も弘委員

も触れておられました。 

 今回の補正というものは、今までにはな

い規模の補正なのかなと感じております。 

 そこでお聞かせいただきたいのは、昨年

７月から８月にかけて入札をされて１者

しか応札をされなかったということでご

ざいますけれども、当初の想定としては、

何者ぐらいが応札されると考えておられ

たのか。 

 原因についてはよく理解はできたんで

すけれども、その点について、お聞かせを

いただきたいなというように思います。 

 それから、中学校給食は、この先は当然

センター方式といったことを今回調査さ

れるわけでございますから、その中で、今

後の中長期的なところは全員喫食を目指

されていくと思うんですけれども、しかし

短期的に見ると、現在の方式が続いていく

わけですよね。その中で、喫食率を上げる

であったりとか、そういったご努力につい

てもされていくと思うので、その点につい

ての令和３年度、どのように取り組まれて

いくのか、お聞かせをいただきたいという

ふうに思います。 

 それと、先ほど申し上げましたセンター

方式の検討なんですけれども、私は正直申

し上げると、あまりこの点については、も

ろ手を挙げて賛成という立場ではなくて、

これは公明党の代表質問でも触れておら

れましたけれども、やっぱり特に中学生が

親御さんが作られたお弁当を持っていく

ということの意義は非常に大きいと思っ

てるんです。 

 そういったことも、そういった要素もし

っかりと入れながら、しかし子どもたちに、

栄養のバランスの取れた食事を提供して

いくといった観点から、このセンター方式

といったものが検討されていくというふ

うに思うんですけれどもね、まずは令和３

年度、これは繰り返しになるかもしれませ

んけれども、どのような検討がなされてい

くのか。 

 恐らく、どこに給食センターを建てるこ

とができるのかといったことについても、

どのように検討されていくのか、中身につ

いて、お聞かせいただきたい。 

 それと、これは関連になりますけれどね、

今、小学校におきましては、それぞれの学

校の調理室で児童に提供する給食が作ら

れております。 

 しかし、施設の老朽化といったことを考

えた場合に、恐らく、そう遠くない将来に、

それぞれの小学校についても、学校の給食

調理場を改修していくといったことが出

てくるんだろうと思っています。 

 そういったことを考えると、この給食セ

ンターといったものが中学校給食だけの

ものになるのか、もうこれは長期的な話に

なりますけれども、そこら辺のことも、視

野に入れておくべきだと考えてるんです。

その点についても、少しお聞かせをいただ

きたいなというように思います。 

 続きまして、これは予算概要で言います

と１１４ページ、先ほど弘委員の質問でも

答えていただいておりましたけれども、新

型コロナウイルス感染症による学校のト

イレの清掃のことなんです。今までは児童

が小学校におきましても、トイレの清掃を

行ってきたと。 

 しかし、水を使って清掃することによっ

て感染してはならないということで、業者

にお願いをしていくといった対応がされ

てるわけですよね。その点については、や
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むを得ない対応になるのかなと思ってお

りますけれども、しかしその反面、やはり

自分たちが日頃使う施設を自分たちでき

れいにしていくということの教育的な意

味も、私は相当にあると思うんですよ。 

 そういう意味で言うと、実際に令和２年

度、児童たちが学校に通っておりますけれ

ども、そういった点で現場の先生からね、

何か声が挙がっていないのか。 

 今後も、もうこういった方向性で行かれ

るのか。その点についても、お聞かせをい

ただきたいなというように思います。 

 それから、予算概要の１０４ページにな

ります。通学区域の事業でございます。 

 この取り組みにつきましても、午前中か

ら質問が出ておりました。とりわけ、鳥飼

地区におきましては、児童数、生徒数がど

んどんと減少していくことが目に見えて

るわけでございまして、今後、鳥飼地区に

おける学校の在り方についても、これは避

けて通れない議題なのかなというふうに

思っております。 

 その中で、一つの方向性として、義務教

育学校といったものが、もう従前から指摘

がされておりました。教育委員会でも、義

務教育学校のということについては、恐ら

く実際に他市の事例も視察をされて、研究

も重ねてこられたと思います。 

 私も、会派で守口市の義務教育学校に一

度視察をさせていただきました。確かに、

義務教育学校になって改善をされた利点

も感じたんですけれども、しかし一方で、

９年間固定をされた人間関係が続くとい

うとこについては、果たして子どもたちの

成長という点でどうなのかなと、少し疑問

にも感じているところがございます。 

 そこで、教育委員会として、この義務教

育学校というものについて、どういった調

査をし、どういった認識を今お持ちである

のか。この点についてもお聞かせいただき

たいなと思います。 

 続きまして、予算概要の１０８ページに

なりますが、進路選択支援事業でございま

す。 

 昨日、確か大阪府立高等学校の一般の入

学試験があったと思います。 

 多くの中学３年生が受験をされている

んだろうと思うんですが、進路については、

ほぼ１００％に近い子どもが、高等学校に

進学されると思っておりますけれども、今

年度、近年でも結構ですけれども、高等学

校の進学を希望しながらね、それがかなわ

なかったという例はあるのか、その点が分

かるようであれば、お聞かせをいただきた

いなというように思っております。進路と

いうとこで考えると、やはり小学校に入学

したときから、長期的に見ていかないと、

なかなか中学校の３年間だけで、どうしよ

うもないという事例は当然考えられるわ

けでございまして、そういった視点に立っ

たときに、やはり小学生をお持ちのご家庭

に対しても、中学校を卒業する時の、その

姿も想像しながら、子どもたちの成長を見

届けていただきたいというメッセージを

出していくべきなんだろうと考えており

ますけれども、この進路といった観点から、

小学生あるいは小学生をお持ちの親御さ

んに対しまして、どのようにアプローチさ

れておられるのか。お聞かせいただきたい

なと思います。 

 それから、１１０ページの学校の部活動

のことでございます。 

 現在、外部の方に指導していただいてい

るケースがどの程度あるのかということ

をまずお聞かせいただきたいし、令和３年

度どのような見込みを持っておられるの
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か、お聞かせいただきたいと思います。 

 それから、確かこれは以前、将来的な部

活動といったものを考えた場合に、いわゆ

るスポーツの指導なんか行っている法人

がございますよね、そういったところにお

願いをしていくという方向性も確か聞い

ていたように思うんです。 

 現在、中学校における部活動を、どのよ

うに評価をされておられて、今後どのよう

な取り組みをされていかれるのか。この点

についてもお聞かせいただきたいと思い

ます。 

 それから、同ページになりますけれども、

学力向上推進事業につきまして、何点かお

聞かせいただきたいと思います。 

 １点目は、摂津ＳＵＮＳＵＮ塾の取り組

みであります。 

 この取り組みは、始まったときから、科

目も変わってまいりました。そこは、いろ

いろと子どもたちの学力的な問題点を探

ったときに、そもそも、例えば算数の問題

についても、文章の意味が理解できていな

いというところの問題点を教育委員会も

感じ取られて、国語という教科を、入れて

いくというような取り組みがされてきた

と思うんですよね。 

 そして、令和２年度につきましては、新

型コロナウイルス感染症の影響で、子ども

たちが学校に通えないという時期が相当

にふえましたので、夏期講習、冬期講習と

いった新たな取り組みもしていただいて

おります。 

 この取り組みにつきましては、そもそも

学習習慣があまり定着していないお子さ

んに対して、いかに机に向かうね、時間を

ふやし、積極的に学びに向かうのかという

ところを主眼に置いて、取り組みをされて

こられたと思うんです。 

 それが、もちろん大きな主眼はありなが

らね、また違う要素も入ってきてるのかな

というように感じてるんですよ。改めて、

この数年間、摂津ＳＵＮＳＵＮ塾を運営し

てこられて、また新たな要素もこの中に付

け加えてこられて、令和３年度も実施をさ

れるわけでございますので、この取り組み

に期待することや目的を改めてお聞かせ

をいただきたいなというように思います。 

 それから、これも先ほど午前中から出て

まいりましたけれども、学力向上基盤構築

の調査でございます。 

 課長からもね、具体的に内容説明をいた

だいてまいりましたけれども、もっと具体

的にね、どの学校でどういったことをされ

ていかれるのか。それを、その学校だけで

はなくて、当然全校的に、全市的に、成果

を広めていかれると思うんですけれども、

その点についても、どのようにお考えなの

か、お聞かせをいただきたいなと思います。 

 それから、これは予算書には載ってきて

いないんですけれども、私は以前からこの

委員会でも、あるいは本会議におきまして

も、最終的に子どもたちが積極的に学ぶ意

欲、動機づけといったものがしっかりとで

きたならば、学力は上がっていくだろうと。 

 その一つとして、子どもたちがいかに自

らの志を見つけていくのか。そういった取

り組みも大切だということを主張させて

いただいてまいりました。 

 その一つとして、例えば中学２年生が終

わる時期、もしくは中学３年生の当初に、

いわゆる立志式というようなものを行う。

子どもたちはいずれ学校を卒業して、社会

に出ていくわけですから、その際に、自分

がどのような仕事であったり、どういった

役割で社会に貢献し、人の役に立つのか。

そういったことを見据えながら、自らの志
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を発表し、そしてその志に基づいて、具体

的な高等学校やその先の進路選択を考え

ていく。そういったきっかけづくりが要る

んじゃないかということについても、この

場でも主張をさせていただきました。 

 そのためには、例えば実際に社会でいろ

いろと活躍をしていただいてる方にもお

話をお聞かせいただきながら、子どもたち

が積極的に自分の将来的な役割を見つけ

ていくような、そういった工夫といったも

のが必要になるかなと思っておりますけ

れども、実際にどのように今後考えていか

れるのか。お聞かせいただきたいなと思い

ます。 

 続きまして、予算概要１１２ページです。

いじめ問題の防止対策でございます。 

 これも、令和３年度の市政運営の基本方

針の中で述べておられまして、緊急支援チ

ームを、専門の方のご協力をいただいてつ

くっていくというようなお話でございま

した。これは代表質問の中でも触れておら

れる会派があったわけでございますけれ

ども、改めて、どのような問題点でいじめ

問題について、問題意識を持たれて、この

ように緊急チームをつくっていかれるの

か。具体的にお聞かせをいただきたいなと

いうように思います。 

 続きまして、同じく予算概要の１１２ペ

ージなんですけれども、教科書の採択につ

いて、お聞かせいただきたいと思います。 

 令和３年度は、令和４年度から使う教科

書について採択をしていくということで、

予算が計上をされておられますけれども、

具体的な教科書採択の流れについて、少し

細かく教えていただきたいなというよう

に思います。 

 今まで、摂津市が行ってきた教科書採択

についてね、私はどこに問題があったのか、

あるいはなかったのか、全く分からないん

ですけれども、今後さらに摂津市の教育を

よくしていくために、どういった工夫を今

後していくべきなのかね、事務局としてど

のようにお考えなのか。その点についても

お聞かせいただきたいと思います。 

 続きまして、同ページでございます。こ

れも先ほどから出ておりますけれども、英

検に対します検定料の負担のことでござ

います。 

 英検受験の際、中学３年生の経済的な負

担をなくしていこうということで、この取

り組みをされていかれるわけですよね。 

 この取り組みは、令和２年度から始まっ

たと思うんですけれども、実績としては、

令和２年度どの程度の生徒が受けられた

のかということについて、まずお聞かせい

ただきたい。 

 それと、当然、経済的な負担をしていた

だくのは非常にありがたい話なんですけ

れども、それと併せて、やはり多くの生徒

が、英検に挑戦をすることは大切なんだろ

うというように思っております。 

 英検３級といったものが、中学校卒業程

度の学力が必要とされる検定でございま

すので、当然、範囲によってはね、まだ習

っていないようなところも出てくる可能

性もあるわけで、ということを考えるとね、

例えば１０月の英検の試験に生徒が向か

うに当たって、例えば摂津ＳＵＮＳＵＮ塾

のような取り組みも活用しながらね、子ど

もたちに、英語の技能の強化を図っていく

取り組みであったり、あるいは学校の先生

方の負担がふえるのかもしれませんけれ

ども、子どもたちに、そういったことを考

えながら、英語の授業の工夫と言うか、通

常の授業以外のところでの補講のような、

そういったものもやっぱり組み合わせて
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いきながら、この取り組みをしていかない

と、本当の意味での効果はないのかなと思

ってるんです。その点どのようにお考えな

のか、お聞かせいただきたいなと思います。 

 それから、生涯学習について、お聞かせ

をいただきたいんですけれども、成人祭の

ことについて、お聞かせいただきたいと思

います。 

 令和２年度の取り組みとして行われま

した、つい最近の成人祭でございますけれ

ども、摂津市として、この成人祭を実施す

る、当初の予定どおり実施をするという、

そういった方向を取られました。 

 しかし、その中で当初よりも、座席数を

減らしたりだとか、間隔を空けながら、感

染症対策もしながら行われました。そのこ

と自体、私はよかったと思っていますし、

この成人祭の後の青春フリータイムにつ

いても、コミュニティプラザの会場は使い

ながらも、例年通りの軽食は、もう出さな

いということをされましたよね。その方向

性も私よかったと思ってるんですよ。 

 令和３年度も、そのときに、感染が全く

どうなってるか分かりませんけれども、し

かしひょっとしたらまた新型コロナウイ

ルス感染症かもしれませんし、また別の感

染症かもしれないし、そういった対策もし

っかりとやりながらやっていくという方

向性で今、構築されておられるのか。その

点お聞かせいただきたいと思います。 

 それと、関連になりますけれども、成人

年齢が引き下げられます。 

 ですので、令和３年度の成人祭までは、

今までの年齢の二十歳の方が来られると。 

 しかし、その後は、成人年齢が下がりま

すので、自治体によっては、新成人となる

１８歳を対象にすると明言されておられ

るところもあるように聞いております。近

隣はないと思いますけれども。摂津市とし

ては、どういった方向を持っておられるの

か、お聞かせいただきたいなと思います。 

 それから、これは村上委員の質問と相当

かぶるんですけれども、村上委員は、新鳥

飼公民館と鳥飼東公民館との今後の在り

方についても、いわゆるファリシティマネ

ジメントといった観点から、考えていくべ

きではないかというご指摘をされておら

れました。 

 私はね、その中に鳥飼図書センターもや

っぱり入るべきなのかなと思ってるんで

すよ。 

 と言いますのは、実際に新鳥飼公民館の

中には、図書室もあるわけでございますし、

そういった観点からするとね、本当に鳥飼

地区にどういった機能の公共施設を配置

していくのか。これはファリシティマネジ

メントといった観点から、非常に大きな取

り組みだと思ってます。 

 そういった考え方は、令和３年度の市政

運営の方針の中にもしっかりとうたわれ

ると私は考えています。そういった、また

基本認識の上に、いろいろな取り組みがあ

ると私は思っています。 

 ですので、改めて新鳥飼公民館であった

り、鳥飼東公民館、そしてまた鳥飼図書セ

ンターも含めてね、生涯学習施設を、今後

どうあるべきなのか、全体的な方向性を教

育次長からお聞かせいただければなとい

うように思います。 

 それと、これも予算書の項目の中では、

私、探せなかったんですけれどもね、今日

は、ちょうど１０年前に、東日本の大震災

が発災をしたときでございます。防災教育

といったものは非常に大切だなと、あの東

日本大震災は我々に教えていただいたと

思っております。 
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 「釜石の奇跡」という言葉よくお聞きを

するんですけれども、釜石市におきまして

は、それまでも何度か津波による被害があ

ったと。そのことをまさに我が事として考

えて、子どもたちも、いつ起こるか分から

ない災害に備えて、ずっと防災教育を積み

重ねてこられたわけですよね。それがあの

１０年前の３．１１のときに大きな成果と

して挙げられたということがありました。 

 しかし、一方で、あの東日本大震災によ

って、津波がやってきた。そのことを、我

が事として考えられずに、残念ながら尊い

命を失うといったことも、事例もあったわ

けでございまして、やはり防災教育といっ

たものを、しっかりと充実させてやってい

くということは、非常に大切な要素なんだ

と思っています。 

 何年前かは覚えていませんけれども、市

政運営の基本方針の中でも、この防災教育

をしっかりやっていくというところはね、

大きな大きな命題として書かれてきたと

思ってるんですよ。私はそれは絶対に続け

ていかなければならないし、やはりそこが

摂津市の教育の中で見えてこなければい

けないと思ってるんです。 

 予算書を見ても、なかなかそこは感じ取

れないというのは、残念なところであるん

ですけれども、実際どのようにされていく

のか。お聞かせをいただきたいなというよ

うに思います。 

 それから、これも予算書から読み取れな

いんですけれども、犯罪から身を守る防犯

教育ですよね、についても、やはり大切な

ことだと思ってます。 

 これも、大阪教育大学附属池田小学校の

本当にあってはならない事件から、例えば

摂津市では、受付員制度といったものが始

まったり、子どもたちの安心・安全を、高

めていくということについて取り組みを

されてこられたと一定、考えています。 

 しかし、大切なのは、子どもたちがいざ

というときに、どう犯罪から、危険から身

を守るのか。そのためにどう行動できるの

かっていうことを、自ら身につけていくこ

と、学ぶことだと思うんです。 

 そういったことについても、これは忘れ

てはならない取り組みだと考えておりま

すけれども、残念ながら、この予算書から

は、私は読み取れませんでした。その点に

ついても、教えていただきたいなというよ

うに思います。 

 これも関連になりますが、防犯という点

で言いますと、これは前回の本会議でも私、

言わせていただきました。いわゆる特殊詐

欺といったものに、若年層が結果として加

担をしてしまっているという状況がござ

います。 

 北海道の苫小牧市におきましては、中学

生が特殊詐欺の受け子になるというよう

なケースもあったとお聞きをしておりま

す。 

 恐らく、摂津市内の、特に小学校の高学

年から中学生につきましては、スマホを持

っている児童・生徒の数、相当いると思う

んですよね。 

 そうなりますと、簡単に、外部ともつな

がってしまうという中で、知らず知らずの

うちに、あるいは軽い気持ちでこういった

犯罪に、結果として手を貸してしまう。も

うそのことによって、本当に大きな大きな

代償を人生の中で負ってしまうといった

ことも考えられるわけでございまして、そ

ういったことについてはしっかりとね、啓

発してほしいんだということを私、本会議

の中でもお願いをさせていただきました。

ぜひそういった観点からも、引き続き取り
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組みしていただきたいと思っております

けれども、令和３年度の考え方をお聞かせ

いただきたいなと思います。 

 最後になりますけれども、これは学力の

向上と関係してくると思うんですけれど

もね、今、非認知能力といったものをどの

ように上げていくのかということが大き

な注目を集めてるとこであります。 

 摂津市の子どもたちについて見た場合

には、私はこの非認知能力を上げていくと

いったことは、非常に意味のあることやと

思ってるんです。 

 例えば、学力定着度調査と併せまして、

体力調査もずっとされておられますよね。 

 摂津市の、児童・生徒の体力的な要素を

見ていくとね、例えば持久走なんかで、や

はり全国の平均との差っていうのは結構

大きいんですよね。 

 短距離走であるとか、あるいは反復横跳

びやソフトボール投げなんていうのは、そ

のときに頑張ってもなかなか結果が上が

るもんじゃありませんけれど、しかし持久

走というのは、そのとき頑張るとね、ある

程度いい結果を残したりすると思うんで

すよ。 

 でも、そこで頑張れないという状況があ

るんじゃないかなと。結果からそう読み取

れるわけで、やはり非認知能力といったも

のをどう上げていくのか、非常に重要なテ

ーマだと思っています。ぜひ先生方にも、

そういった視点を持って、子どもたちと向

き合っていただきたいなと思ってるんで

すけれども、そのためには、教職員の研修

も含めて、教育委員会からもそういったと

こをしっかりとね、学校の現場に届けてい

かなあきませんし、そういう方向性が要る

のかなと思ってるんですけれども、ぜひそ

の点のことについてね、今どのようにお考

えなのか、お聞かせをいただきたいなと思

っております。 

 以上で、１回目の質問よろしくお願いい

たします。 

○三好俊範委員長 それでは、坂本参事。 

○坂本教育政策課参事 それでは、ただい

まの嶋野委員のご質問のうち、教育政策課

に係る保健給食に関する部分に関して、ご

答弁申し上げます。 

 保健給食に係るご質問、７点あったかと

思います。 

 まず、１点目ですけれども、小学校給食

事業の給食費について、据え置くという市

政方針であったけれども、本来は幾らであ

ったのかというお問いに対してでござい

ます。 

 本来、学校給食の在り方といたしまして、

学校給食法に材料費は、保護者負担とする

という規定がございます。 

 よって、本来は歳出額と歳入額を同額に

する必要がございまして、具体的に申し上

げますと、歳出額で言いますと、予算書１

８２ページの賄材料費と、予算書６０ペー

ジの小学校給食費負担金、こちらを合致さ

せる必要がございます。 

 ですので、本来いくらの歳入があったの

かというところで申し上げますと、この歳

出側の２億１，８１０万３，０００円、こ

ちらが本来であれば歳入として計上する

必要があった額となります。 

 ですので、その差額といたしましては、

１，６７７万円となっております。 

 次に、２点目ですけれども、収納率に関

してのお問いであったかと思います。 

 令和元年度実績で９９．５％の収納率で

あったわけですけれども、残りの０．５％

が滞納となっておりまして、今後どのよう

に取り組んでいくのかというお問いでご
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ざいます。 

 こちらに関しましては、徴収事務は、お

っしゃっていただきましたように、学校の

ほうで担っていただいておりまして、滞納

を繰り返す保護者には、直接目を見てお話

しすることによって、支払いに応じていた

だけるということは、よくあるというふう

に聞いております。 

 ですので、懇談であったりとか、参観で

あったりとか、そういった保護者が学校に

来る場面でお声がけをさせていただいて、

お支払いに応じていただいているという

ふうに聞いておるんですけれども、ただ令

和元年度と令和２年度に関しましては、新

型コロナウイルス感染症の影響もありま

して、保護者が学校に来る機会が少なくな

ったというふうに聞いておりまして、今後

は直接という方法が一番適切ではあるん

ですけれども、文書であったりとか、電話

も含めて、滞納徴収事務を行ってまいりた

いというふうに考えております。 

 続きまして、三つ目、給食、小学校給食

の残渣、こちらの残渣を少なくする取り組

みについてでございます。 

 小学校給食の残渣につきましては、令和

２年度、今年度の２学期終了時点では、１

日一人当たり８．６グラムの残渣が発生し

ております。８．６グラムと言いますと、

例えて言いますと、小さじで大盛り１杯ぐ

らいが８．６グラムなんですけれども、前

年度と比較いたしますと、ほぼ横ばいの数

字となっております。 

 ただ、小さじ１杯程度ということですけ

れども、残渣としては発生をしております

ので、こちらをなくす取り組みといたしま

して、体の大きい、小さい子、同じ学年で

あっても大きい、小さいがございますので、

その子に見合った配膳をするであったり

とか、あと栄養教諭と協力しまして、小学

校給食通信を発行したりすることによっ

て、引き続き残渣の減少について、働きか

けを行いたいというふうに考えておりま

す。 

 続きまして、中学校給食に関するお問い

でございます。 

 債務負担を組んで契約行為を行ったけ

れども、教育政策課としては、何者応札が

あるというふうに考えていたかというお

問いでございます。 

 選定に関しましては、プロポーザルを実

施して選定を行いましたが、大阪府近隣で、

デリバリー給食に対応している業者が７

者ございます。その７者全てにお声がけを

させていただきました。 

 また、摂津市に登録をされている給食業

者全てで約４０者ございましたけれども、

全ての業者に電話とファクスでご案内、お

声がけのほうをさせていただいたところ

でございます。 

 また、債務負担を組むに当たりまして、

業者のほうから見積りを徴しまして、見積

りは２者から取ることができました。 

 ですので、教育政策課といたしましては、

最低２者の応札があるというふうに見込

んでおったところでございます。 

 次に、五つ目の質問で、令和３年度の喫

食率を上げる取り組みについて、どのよう

なものを考えているかというお問いでご

ざいます。 

 まず、喫食率についての推移でございま

すけれども、令和元年度終了時点は５．

０％となっております。 

 令和２年度の、今年度の２学期終了時点

では、５．６％というふうに、若干増加を

しております。 

 これまで様々な取り組みを行ってまい
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りまして、毎年度、毎年度、僅かではある

んですけれども、喫食率としては上昇して

いるところでございます。 

 令和３年度の取り組みについてなんで

すけれども、毎週水曜日を乳酸菌飲料の日

といたしまして、牛乳に代わって乳酸菌飲

料の提供をしたり、あと必要な摂取栄養価

からはみ出さない範囲で、子どもたちの好

む献立、例えばカレーであったりとかハン

バーグであったり唐揚げであったりとい

った献立の提供回数をふやしていきたい

というふうに考えているところでござい

ます。 

 六つ目、給食施設調査委託の中身につい

てのお問いでございます。 

 給食調査、給食施設調査委託の内容とい

たしましては、給食センターの建設候補地

をまず数か所、選定する必要がございまし

て、選定後に、その土地で給食センターを

建設する場合の問題点を確認するという

ものでございます。 

 確認した問題点が解決可能なものであ

るのか、不可能なものであるのか。また解

決できるとすれば、どのような対策を行え

ばいいのかというところを調査いたしま

す。 

 現在、考えております問題点といたしま

しては、例えば道路の幅、トラック配送で

通りますので、道路幅であったり、におい、

臭気であったり、騒音についてなどが問題

点として出てくるのではないかというふ

うに考えております。 

 最後、７番目ですけれども、小学校給食

調理場が老朽化しており、改修が必要にな

ってくるけれども、給食センターは中学校

給食だけのものなのかというお問いにつ

いてでございます。 

 こちらは、給食センターに関しまして、

まだ具体的に踏み込めておりませんので、

現時点で小学校給食を含む、含まないとい

うお答えは、できかねるところではあるん

ですけれども、委員がおっしゃっていただ

きましたように、市内の給食調理場５校は、

まだ従来のウエット方式という方式を続

けておりまして、近い将来、大規模改修が

必要になってくるというふうに見込んで

おります。 

 現時点でお答えできるのは、以上でござ

います。 

 保健給食に関するお問いに関しまして

は、以上でございます。 

○三好俊範委員長 松田課長。 

○松田教育政策課長 それでは、保健給食

以外のご質問に関して、ご答弁させていた

だきます。 

 １点目は、トイレ清掃についてでござい

ます。 

 今回トイレ清掃を入れさせていただく

に当たりましては、あくまで新型コロナウ

イルスの感染防止のための教職員の負担

軽減ということで挙げさせていただいて

おります。教職員がトイレ清掃等や様々な

ことを担うことによって、子どもに向き合

う時間が少しなくなっているというお声

を受けての措置でございまして、当然、新

型コロナウイルス感染症のワクチンであ

ったり、いろいろな対策ができ、また子ど

もたちが掃除をすることができるように

なれば、これはもうなしにするというふう

に考えております。 

 現場の先生のお声につきましては、予算

の審議が終わってから当件についてお知

らせをするということになりますので、ま

だ今のところは伺っておりません。 

 次に、鳥飼地域の通学区域についてでご

ざいます。 
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 委員のおっしゃるとおり、今後避けては

通れない課題であると認識しております。 

 学校模校の適正化や活性化に関する一

つの方向性として、義務教育学校というも

のが考えられると思います。私どもも、こ

れまで様々な義務教育学校について、研究

をさせていただきました。それを見させて

いただく中では、単に小規模校の対策とい

うわけではなく、様々な教育的ないい面と

いうものを見せていただいた次第でござ

います。特に多くの学校が魅力のあるソフ

ト面を実施しており、例えば英語に力を入

れておられたり最先端のＩＣＴを入れた

り、特徴のあるものを展開されているとこ

ろがあり、大変参考になった次第でござい

ます。 

 しかしながら、学校を建てるとなると、

かなり長期的な時間がかかるということ

も認識しておりまして、今後の選択肢の一

つとして、どうしていくかというのは、本

当に大きな課題となってまいります。やは

り一方で、建てた後にも単学級になってし

まうということであれば、委員がおっしゃ

るとおり、９年間同じメンバーというのは、

様々な問題が出てくるかと思いますので、

来年度の具体的な調査の結果を踏まえな

がら、長期的に見ていくとともに、短期的

には、先日の代表質問の答弁にもございま

したが、ソフト面のほうを学校教育課と情

報を共有する中で、進めてまいりたいと考

えております。 

 以上でございます。 

○三好俊範委員長 河平課長。 

○河平学校教育課長 それでは、学校教育

課に関わる内容について、ご答弁申し上げ

ます。 

 まず、令和元年度の高校進学についてで

す。 

 令和元年度は、高校進学について私学、

通信制も含めて、全員が進学することがで

きております。 

 続いて、中学３年生のその後の進路を踏

まえた、保護者へのアプローチの内容につ

いてです。実のところ、まだ小学校段階の

保護者に対して、高校進学についてのアプ

ローチはまだまだ不十分かなと考えてお

ります。 

 教育委員会としては、まず小学校の教員

から、そういった意識を高めていきたいと

考えているところです。 

 そのことで、本年度は、学力向上担当者

会の中で、９年間を見据えた学力をつけて

いくことをテーマに、中学校区の学校で、

高校の進学の状況とかを共有し、どのよう

にして９年間で力をつけていくかを協議

して、対応を考えていったところです。今

後もこのようなことに力を入れていきた

いと考えております。 

 続いて、学力向上に関わる内容で、摂津

ＳＵＮＳＵＮ塾の令和３年度の目的、方向

性についてです。これまで摂津ＳＵＮＳＵ

Ｎ塾は、小学６年生、中学１年生で実施し

ていたものを課題等も踏まえて、教科をふ

やしたり、学年の拡充もしているところで

す。 

 ご指摘のとおり、やはり我々としては高

校の進学保障や進学の選択をふやしてい

くということも踏まえて、力を入れていき

たいというふうに考えておりますので、摂

津ＳＵＮＳＵＮ塾の内容についても進学

補償を踏まえて、力を入れていきたいとい

うふうに考えているところです。 

 続いて、学力の基盤づくりについて、ど

のように成果を広めていくのかという質

問についてです。取り組みの内容の具体的

なものとして、読解力をつけていくという
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ことについては、例えば、リーディングス

キルテストというのがあります。どこで読

みにつまずきがあるかを測るようなテス

トになっており、そのようなテストを活用

して、子どもの読みの力を測る。 

 そして、そういったデータを基に授業改

善を行っていくというのが一つあります。 

 また、効果的な補充学習についても、研

究し、それを広めていく。広め方としまし

ては、例えば担当者会で実践報告を行い広

めていくとか、これまでも申し上げていた

ように、研究発表会を活用して全市的に大

きく発信していきたいと考えているとこ

ろです。 

 学習への意欲、社会とのつながりが分か

れば学力が高まっていくのではないかと

いうご質問については、もう委員のおっし

ゃるとおりだと思っています。 

 子どもたちに将来の夢や志を持たせる

ために、また将来を見据えて、社会の中で

どんな役割を担っていくのか、どういう関

わりを持つようになっていくのか。それを

考えて行動できる力をつけていきたい。そ

ういういわゆるキャリア教育をやってい

きたいと思っています。 

 具体的には、本年度、第一中学校と第三

中学校で企業連携した、職種体験というも

のをやっていきたいと思っています。摂津

市にある企業であったり、その他の地域に

ある企業であったりとかに声をかけさせ

てもらい、企業の方から社会の中での役割

とか、ＳＤＧｓの観点とか、企業の抱えて

いる課題とか、そういったものを子どもた

ちに課題を出してもらって、子どもたちが

企業の方と一緒に考えていく。それをプレ

ゼン、発表していく中で、評価もいただく

と。そのような感じの内容をやっていきた

い。そういった取り組みを通して、子ども

たちに社会との関わりなどを意識するこ

とによって、意欲を高めていきたい。志を

持たせられるようにしていきたいと考え

ております。 

 続いて、防災教育に関わる内容です。 

 各学校の状況ですけども、摂津市内の各

学校では、基本的には、例えば本日のよう

な日とか、阪神淡路大震災の日であるとか、

そのような日に合わせて、避難訓練を行な

い、その前後に防災教育の授業等を行って

おります。 

 また、各小学校を中心に、ＰＴＡと連携

した引き渡し訓練も行われてるところで

す。 

 また、教育委員会としましては、担当者

会を行い、例えば本年度で言いますと、気

象台の担当者の方に来ていただいて、地震

の内容の講話やワークなどもしていると

ころです。 

 この間、校内研修会とかで指導主事に派

遣依頼があり、指導、助言をする機会も頂

いています。そのように校内研修会や公開

授業等を行っていければというふうに考

えています。 

 あと、非認知能力の育成に関わり、体力

調査についてのご質問ですが、こちらも委

員がご指摘のとおり、本市の子どもたちの

体力調査の結果でいきますと、持久走やシ

ャトルラン、反復横跳びのように、いわゆ

るこう頑張ってやっていく、最後まで努力

し続ける種目について、課題があると捉え

ています。 

 ここで言えること、感じられることは、

学力調査もそうですし、体力調査もそうな

んですが、本人のこの取り組む意欲には友

だち同士でつながっていくという力が関

わっていることがアンケート調査等でも

見えてきているところです。やっぱり子ど
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もたちが最後まで頑張り抜くためには、頑

張っていくことって格好いいとか、やっぱ

り失敗しても大丈夫、失敗が認められる集

団づくり、仲間づくり、これが必要なのか

なと思っています。学力向上だけではなく

て、体力向上に関わって、我々としては、

子どもたち同士がつながっていく、絆づく

りというのを進めていくとともに、やっぱ

り子どもたちが互いに認め合ったりとか

する、魅力ある学校づくり、これにまた力

を入れていきたい。そうして、みんなと一

緒に頑張っていきたい。関わっていきたい

というような意欲の向上につなげていき

たいと考えております。 

 以上です。 

○三好俊範委員長 武田参事。 

○武田学校教育課参事 私のほうから、学

校教育課に関する３点、ご答弁申し上げま

す。 

 まず、学校部活動助成に関する内容でご

ざいます。 

 外部の教員以外の指導者として、部活動

指導員と、部活動補助員がございます。 

 部活動指導員ですが、これは国や府から

補助を受けまして、市が３分の１負担とい

う形で実施しております。令和２年度の１

月末現在、各校に１名ずつ配置いたしまし

て、合計３２６時間、指導をしていただい

ております。 

 それから、部活動補助員ですけれども、

こちらは各部活動についての専門的な知

識をお持ちの方を中学校から推薦いただ

き、それに基づいて教育委員会が派遣しま

す。 

 こちらは、令和２年度の１月末でこれも

五つの中学校の五つのクラブに派遣して

おります。合計１２３回となります。 

 現在、学校の部活動ですけれども、生徒

数の減少によりクラブの数を維持するの

が難しいことや、学校の教員が専門的知識

を必ずしも持っていないというようなと

ころが課題として捉えております。 

 このような中で、外部や地域のスポーツ

団体等に移管していくというのも一つの

解決の方法かと捉えておりますが、例えば

公式な大会等に引率に行くときに、その学

校の教員が引率しないといけないという

ようなことが要綱で決められている等の

課題もございまして、国や府の状況も見な

がら、どういった形で支援していくかとい

うことを今後検討していく必要があると

捉えております。 

 ２点目です。 

 生徒指導の体制推進事業ですけれども、

現在、いじめ等、いろいろな課題がござい

ますが、問題が多様化していると捉えてお

ります。 

 例えば、いじめ事案が生起した場合です

けれども、根本的に解決するためには、例

えば加害者がいじめを実施したのか、学力

や学校生活に何か課題があったのか、ある

いは家庭環境で何か大きな変化があった

のか、そういったところまで踏み込んで考

えなければ根本的な解決には至らないと

捉えています。 

 そのために、学校の教員だけではなく、

多様な専門知識を持つ外部人材の活用が

求められております。 

 令和２年度まではどちらかというと専

門家に個別で相談することをイメージし

ておりました。 

 例えば、スクールロイヤーでしたら、学

校のいじめの対応が法的なものにのっと

ってきっちり対応できてるかということ

をロイヤーの事務所に行ったり、あるいは

電話することで相談しておりました。 
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 ですが、令和３年度では、それだけでは

なくて、チームとして対応していく。例え

ばいじめの事案があれば、先ほど申し上げ

ましたように、ロイヤーがいる中で法的な

ものにのっとって対応できてるかという

ことをご助言いただくと同時に、例えば被

害者の子が心理的にどのような負担を持

っているのかということを弁護士のいる

中で、カウンセラーのスーパーバイザーの

方も一緒に相談に乗ってもらうというよ

うにチーム体制で取り組むことで、より支

援が充実するものと捉えておりますので、

令和３年度はこのような形で進めていき

たいと考えております。 

 最後に、犯罪から身を守る防犯教室につ

いてですけれども、子どもたちが犯罪に巻

き込まれないようにするために全校で小

学５年生については、豊中市の少年サポー

トセンターから必ず毎年、警察の方に来て

いただいてお話をいただいてます。 

 それから中学校も、ほとんどの中学１年

生から３年生まで、警察あるいは少年サポ

ートセンターの方に来ていただいて、防犯

教室であったり犯罪防止教室を実施して

います。 

 その中で例えば、覚醒剤でありますとか、

委員がご指摘だったスマホの活用のトラ

ブルでございますとか、あるいは喫煙とか

万引きとか、様々な事案について啓発活動

をいただいております。 

 また、スマホに関するトラブルにつきま

しては、これも喫緊の課題であるというふ

うに捉えております。特に小学３年生、４

年生への指導が大切であるというような

話もよく聞きます。 

 令和３年度の取り組みといたしまして

は、まず、子どもたちのスマホに関する実

態をきっちり把握いたしまして、それに応

じた指導を、子どもたちだけではなく、保

護者への啓発も含めて、これも大阪府等と

もＥネットキャラバン等の専門的に指導

していただけるような団体がございます

ので、そのようなところと連携しながら、

指導を進めていきたいと思っております。 

 以上でございます。 

○三好俊範委員長 藤山課長。 

○藤山教育支援課長 それでは、教育支援

課所管分について、ご質問にご答弁申し上

げます。 

 教科書採択の流れについてのご質問で

ありましたが、来年度は採択替えを行いま

せんので、今年度行われた採択替えの流れ

について、まずご説明差し上げます。 

 今年度４月１５日に教育委員会におい

て、教科用図書について、選定委員会を置

き諮問するということを決定いたしまし

た。 

 この選定委員会というのは、構成メンバ

ーとして校長代表、教頭代表、教育研究団

体の代表、保護者代表、教育委員会事務局

というようなメンバーで構成しておりま

すが、選定委員会は答申までに７回開催し

ております。 

 このメンバーであっても、各教科につい

ての専門的な内容というのは協議できま

せんので、選定委員会で調査員を置くこと

を決定いたしました。この調査員が一定期

間、専門的な調査・研究を行い、各者の特

長について選定委員会に報告いたします。 

 選定委員会では、これを受けまして協議

を繰り返し、答申いたします。教育委員会

では市民からの意見、学校からの意見と併

せまして、教育委員会で検討し、８月１１

日の採択を迎えました。 

 ご質問のどこに問題があったか、なかっ

たかという点ですが、専門的な調査・研究
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というのは負担ではありましたが、新しい

学習指導要領を具現化する教材でありま

すので、教科書の研究を通して、来年度本

格実施いたします学習指導要領の狙いと

するところの理解を深められたのではな

いかと考えております。 

 教育委員会といたしましては、市民と学

校現場からの意見を参考にしながら、適正

かつ公正な採択、開かれた採択が教育委員

会の権限において行われたと考えており

ます。 

 この間の流れについては、９月１日、情

報公開コーナーに公開してございます。 

 今後の課題といたしましては、デジタル

教科書の流れが出てきておりますので、来

年度、国の実証事業も始まりますけれども、

紙媒体、デジタル、どちらもデメリット・

メリットがございますので、慎重に研究し

てまいりたいと考えております。 

 次に、実用英語検定についてのご質問で

ございます。 

 今年度の実績でございますが、中学３年

生６７一人中２８５名、４２．５％が受験

いたしました。うち、２級と準２級に挑戦

した生徒が８２名おりましたので、合格率

はそう高くはございませんが、挑戦する心

の育成につながったのではないかと考え

ております。 

 各学校では、まだ中学３年生卒業時点で

はない状況でありますので、練習問題に取

り組んだり、合格をサポートする取り組み

を行いました。また、受験を申し込みます

と受験番号が配付されるんですが、英検ホ

ームページで練習問題等のオンライン学

習が可能となりますので、そういうことも

周知してまいりました。 

 また、２次試験は英会話での面接試験が

ございますが、面接対策でも各校ではＡＬ

Ｔ外国人英語指導助手を活用しながら練

習をして、できるだけ多く合格できるよう

にというふうに取り組みました。 

 以上でございます。 

○三好俊範委員長 暫時休憩いたします。 

（午後２時４３分 休憩） 

（午後２時４７分 再開） 

○三好俊範委員長 それでは、再開いたし

ます。 

 続きまして、答弁を求めます。 

 早川部参事。 

○早川教育部参事 それでは、成人祭につ

きましてご答弁させていただきます。 

 令和２年度成人祭につきましては、緊急

事態宣言が出される前ということで、新型

コロナウイルス感染症対策を行いながら、

実施のほうをさせていただいております。 

 新型コロナウイルス感染症対策を行い

ながらということで難しい面もございま

したが、何とか無事に終わることができま

した。ありがとうございました。 

 実施にあたっては、多くの職員が必要で

あると思われることから、教育委員会の職

員、または青少年指導員に動員をお願いし

まして、通常の２倍の８０名弱で今回行っ

ております。 

 来年度につきましては、今回の対策を参

考にさらなる対策を講じまして実施する

方向で考えております。 

 また、１８歳から成人となる際の対応で

すが、本市としましては、従来どおり２０

歳の子を対象に成人祭を実施する方向で

考えております。 

 ただ、名称についてはまだ決まっており

ませんので、また決まり次第、お知らせの

ほうをさせていただきます。 

 また、成人を迎える人たちに困惑を与え

ぬように、早急に市の方向性を出していき
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たいと考えております。 

 以上です。 

○三好俊範委員長 北野教育次長。 

○北野教育次長 生涯学習施設の今後の

方向性というお問いでございます。 

 さっきのご質問の答弁と重なるかも分

かりませんが、市政施行以降、昭和４０年

代、５０年代に数多くの公共施設の建設を

してまいりました。その更新時が多かれ少

なかれ迫っております。学校も含めてでご

ざいます。 

 そのような中、市の方針として、ファシ

リティマネジメント、いわゆる過去の時代

の必要なものの機能も残しながら、それを

統合し将来に合わせていくという考え方

であると私は認識しております。 

そんな中、人口減少が安威川以南におい

て顕在化しておるところでございます。 

 そこで、鳥飼地区がまず第一に人口減少

に直面しているところに、いわゆるグラン

ドデザインというのを描きながら、鳥飼地

区の活性化を考えていこうではないかと

いうことが令和２年度から始まったとこ

ろでございます。 

 今のご指摘にございました図書機能、図

書センター、図書館ということですが、こ

れも先の総合計画を統括するための案件、

市民満足度調査の中では本当に上位に位

置しているのが図書館機能でございます。 

 ご提案のあった、いわゆる図書センター

の機能も含めて、やはり魅力ある公共施設

で活性化を図る。鳥飼地区で本当ににぎわ

いをつくれる公共施設とは何なのかとい

うのを我々はしっかり考えてまいりたい

と思います。 

以上でございます。 

○三好俊範委員長 暫時休憩いたします。 

（午後２時５２分 休憩） 

（午後３時２０分 再開） 

○三好俊範委員長 それでは、再開いたし

ます。 

 質疑を続けてまいります。 

 嶋野委員。 

○嶋野浩一朗委員 それでは、２回目、ほ

ぼ要望できるとこは要望していきたいと

思っております。 

 まず、給食の件につきまして詳しくご答

弁いただきまして、ありがとうございまし

た。よく分かりました。 

 食材の高騰のところ、全体として１，６

７７万円が行政として補填をしている額

になるんだというお話でありました。これ

を児童一人当たりとかそういうことで計

算していくといいので、よく分かりました。 

 令和３年度につきましてはこういう取

り組みになるんでしょうけれども、今後、

食材の費用については基本的にそれぞれ

のご家庭で負担をしていただくという方

向でいくんだろうというように思ってお

ります。今後の対応についてもいろいろと

工夫をしながら、給食の在り方についても

しっかり考えていただきたいなと、要望と

して申し上げておきたいと思います。 

 それから、収納率のお話で、直接会って

お願いをすると効果があるんだというこ

とですが、なるほどそうだなというのはよ

く分かります。 

 その一方で、今回の感染症の広がりによ

って、直接保護者が学校に赴く機会が以前

よりもやっぱり限られているというとこ

ろで工夫もされているんだなということ

をよく分かりました。 

 本来は１００％払っていただいて、当た

り前の取り組みでもございますし、何より

もやっぱり保護者として、親として子ども

にどういった姿を見せるのかというとこ
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ろが本来は問われているとこなんだと思

うんです。 

 以前は、学校の給食費を払わないから、

その子に給食を提供しないというような

事例が、他の自治体ですけれどもあったよ

うに思ってます。そういうことは摂津市は

今までしてこなかったわけなんですけれ

ども、しかし、子どもはそういった保護者

の姿を見てるんだよというところを発信

できるよう、そういったところも見ながら、

しっかりと今後もきめの細かい対応をお

願いしたいなというように思います。 

 それから、残渣のことについても相当減

ってきているんだなということ、よく分か

りました。ぜひ、ゼロになることは難しい

のかもしれませんけれども、ぜひ、また今

後もより減らす工夫をしていただきたい

なということも要望として申し上げてお

きたいなと思います。 

 続いて、中学校給食の件なんですけれど

も、まず、債務負担行為のことについては、

見積りが２者からやってきたと。その２者

というのも、やっぱり当初の担当としての

そのご努力からすると非常に少ない数字

だなというふうに思います。 

 ということは、デリバリー選択制の学校

給食といったものはこれからどんどんな

くなっていくという方向にあるのは間違

いないのかなというのは感じているとこ

ろです。 

 そういったこともあるので、当面は、先

ほどご説明いただいたその工夫ですよね、

喫食率上げるための。例えば、毎週水曜日

に乳酸菌飲料を提供するとか、メニューに

ついても子どもたちがより好むものを可

能な範囲で提供していくというような工

夫もぜひ重ねていただきながら、当面は喫

食率を少しでも上げる工夫をしていただ

くことに尽きるのかなというふうに思っ

てます。ぜひ、この点もお願いをしたいな

と思うんです。 

 一点お聞かせいただきたいのは、センタ

ー方式のその候補地の事なんです。私は先

ほど、小学校の給食調理場につきましても、

近い将来に大規模改修の時期に来るので、

その際にセンター方式は中学校給食のた

めだけではなくて、小学校の給食の在り方

も考えていかないかんということで、候補

地に関わってくると思っているんです。 

 というのは、もし中学校給食だけの給食

センターであれば恐らく市内に一つで行

けると思います。しかし、小学校の給食も

その中で提供していくということになる

と、これは１か所では無理かもしれない。 

 ということは、例えば安威川以南・以北

で１か所ずつとなるのか、そこら辺の給食

センターの候補地の選定に関わってくる

のかなというふうに思っているんです。な

ので、今回お聞かせをいただきました。 

 ぜひ、ここはファシリティマネジメント

という視点をしっかりと持ちながら、やは

りやっていかないかんことでありますの

で、今、答弁することはできないと思いま

すけれども、ぜひ、そこら辺のこともそう

いった角度からもぜひ検討していただい

て、このセンター方式についても、どうい

ったものがあるのか、その可能性を探って

いただきたいなと、要望として申し上げて

おきたいと思います。 

 それから、トイレの清掃のことなんです

けれども、松田課長からご説明いただいて

よく分かりましたけれども、やっぱりこれ

も要望になりますけれど、今までは子ども

たちが実際にトイレも清掃してたわけで

すよね。それが新型コロナウイルス感染症

の影響があって、今年度は先生方がしてい
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ただいているという状況なんですよね。そ

れもどうなのかということがあって、業者

にお願いをしていくということですよね。 

 そうなったときにやはり基本は、自分た

ちが使う学校なので自分たちできれいに

していくと。自分たちでより快適な環境を

つくっていくというのは、私は、その学校

教育の中でも非常に大きな教育的な側面

があると思うんです。 

 確かに、今の感染症の状況からすると難

しいというのもよく分かるので、それであ

るならば、ぜひ、教育的な側面から、自分

たちが暮らす学校をいかに快適に過ごせ

るようにするのか、自分だけではなくて、

自分たちの仲間のためにどんなことがで

きるのかっていうことをぜひ考えるよう

な機会もしっかりとつくっていきながら

やっていただきたいなということを、これ

も要望として申し上げておきたいと思い

ます。 

 それから、中学校の授業に関しまして、

義務教育学校の点についてご答弁をいた

だきました。 

 もし、義務教育学校をつくったとしても、

要は９年間全く入れ替わりのないといい

ますか、新たな出会いのない中で９年間を

過ごすというのは、私は、非常にやっぱり

教育的な観点からすると課題があるだろ

うと思っています。 

 そうなると、先ほど、課長がおっしゃら

れたように、ソフト面の充実を図って、そ

の対象の学区以外からも希望する子ども

たちをどれだけ迎え入れられるのか、本当

にそこまで、多くのご家庭、多くの子ども

たちに選ばれるようなソフト面の充実を

打ち出すことができるのかというところ

にかかっているのかなと。それを打ち出す

ことができたら、９年間の固定した人間関

係だけではなくて、例えば、その９年間の

中のいわゆる小学校の６年間は地元の小

学校に行っていたけれども、今度、中学校

に上がるいわゆる７年生の段階でここに

入りたいという希望者がふえてくると、そ

うなると、また新たな人間関係を構築する

という教育的な側面も一定クリアできる

ような状況になるんじゃないかなと。そこ

をどう打ち出していくのかっていうこと

については、非常に重要なテーマなんだろ

うなというように思ってます。 

 この点については、せっかく教育長もお

越しいただいているので、今日まだ答弁さ

れておられないと思いますので、今後、義

務教育学校というのは私は見えてる課題

だと思ってますので、その際にそのソフト

面を充実させるといったことが不可欠だ

と私は思っているんです。そういったこと

について少し教育長としてのご見解をお

聞かせいただきたいなと思います。よろし

くお願いいたします。 

 続いて、進路の選択の点でございます。 

 高校進学を希望する者が全員、高校に進

学できていると聞いて、本当にほっとして

いるといいますか、学校の先生方が一番安

心されているんだろうなというように思

ってます。 

 それは、ある意味最低限の条件でありま

して、本当にやっぱり自分の希望する進路

がしっかりとそこに行けているのかとい

うと、また違った課題が見えてくると思う

ので、ぜひ、そういったことについてもし

っかりと長い目で見ていただきながら、ま

ずは小学校の先生方へのアプローチだと

いうお話だったと思いますけれども、それ

を保護者にもぜひとも有していただきな

がら、摂津市の子どもの未来の発達を、こ

れはしっかりと見守っていただきたいな



- 51 - 

 

と、要望として申し上げておきたいと思っ

ております。 

 それから、部活動の点なんですけれども、

指導員と補助員とのことにつきましても

細かくご答弁をいただきました。 

 部活動も本当にいわゆる合同チームな

んかも認められ出しまして、いろんな可能

性が広がっているなということは感じて

いるんです。 

 その中で、必ず学校の教員が引率の責任

者にならないかんというようなお話もあ

ったと思うんですよね。 

 例えば、今回３月には、選抜高校野球が

開かれますけど、高校野球でも、いわゆる

部長と監督とおられますよね。そういう感

じで、例えば、それで言う監督に相当する

方はその競技に精通する方にお願いをし

ていきながら、部長に相当するところを学

校の教員が担っていくというようなこと

もしっかりと考えていって、やっぱりいろ

いろと専門的な技能を持った、知識を持っ

た指導員の方に、より中学生に寄り添って

いただけるような取り組みを構築をして

いただきたいなと思ってます。 

 恐らくですけれども、現在でしたら、そ

の個人的なつながりであったりとか、そこ

ら辺で補助員、指導員をお願いしていって

いるのかなと思うんですけれども、これが、

専門的に外部で法人として指導されてい

るところに委託をしていくということに

なると、そういった苦労もなくなっていく

のかなというふうに思ってますし、より専

門的な指導を子どもたちが受けられると

いうメリットにつながるのかなというよ

うに思ってますので、ぜひ、そういった点

も今後検討していただきたいなと、この点

も要望として申し上げておきたいと思っ

ております。 

 それから、学力向上のことについていろ

いろとお話をいただきました。 

 この委員会の開会前に野本参事とお話

もさせていただきまして、令和２年度にな

るんでしょうかね、割と最近行われた、い

わゆる学力定着度のテストを見ておりま

しても、非常にいい成績といいますか、今

までにないような好成績を上げられてい

るということをお聞きをしております。 

 本当に学校の先生方、また、教育委員会

の事務局の皆様方がいろいろと工夫をさ

れて子どもたちと向き合っていただいて

いるなと。例えば、ホームページを見てお

りましても、学力向上に際しましてその担

当者を決められて、いろいろと研究も研修

も重ねられてきていると思うんですよ。 

 正直申し上げまして、私が議員になった

２０年前は学力が非常に厳しい状況だっ

たと思っておりますし、その子どもたちの

学力の状況が、学習到達度調査なんかで客

観的に分かるようになってくると、その厳

しさというか難しさが本当に露骨に表れ

てきたと思ってます。そこから本当にご努

力をしていただいて、よくここまで来てい

ただいたなというのが本当に私の感想で

もあるんです。 

 特に大きいのが、いわゆる学校間の差が

だんだんと縮まってきているというとこ

ろは非常に大きなことだと思っているん

です。その中でどこかがそこから飛び抜け

ていこうと、もっともっと意欲的な挑戦を

していただきたいなと。 

 そうなっていくと、摂津ＳＵＮＳＵＮ塾

のようないわゆる学習習慣を身につける

ような子どもたちへのアプローチもしな

がら、そうではなくて、もっともっと高み

を目指してやろうとしている子どもたち

のモチベーションというか意欲をどう上
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げていくのかというところも、もうそうい

った課題に向き合ってもいい時期ではな

いのかなというように私は思ってます。 

 今日、まだ、野本参事に答弁していただ

いてないので、ぜひ、せっかくなので、そ

こら辺、次に向けて、摂津市の学校が、ま

たそこで学ぶ児童・生徒がより飛躍してい

くために何を目指していかれるのか、参事

のお立場からお話をいただければなと思

っておりますので、よろしくお願いいたし

ます。 

 それから、立志教育のところで、これは

先の代表質問でも第三中学校の事例でし

たかね、ご答弁をいただいたように記憶を

してます。なるほどなと思っているんです

けれども、そういったことを、私は、ある

意味、システムの中でしっかりとつくって

いっていただきたいなと。 

 そうなったときに、例えば、小学４年生

ですかね、２分の１成人式というのがあり

ますよね、それから小学６年生で卒業する

ときにみんなの前で、家族への感謝であっ

たり、自分は将来こんな仕事に就きたいん

だというような発表があったりする、その

段階があると思うんですよ。 

 その一つの到達点として申し上げてい

る立志式というようなものをしていただ

いて、そこで、みんなの前でやっぱり発表

していくと。それまでによくよく自分と向

き合う中で、自分の中から湧き上がってい

く志のようなものをよりつくっていく、そ

れを確実なものにするために、ぜひ、立志

式といったようなものをやっていただき

たいと。本当に大きな可能性を秘めている

ものじゃないかなと思ってますので、また

学校現場からも情報提供していただきな

がら、実現に向けて取り組んでいただきた

いなと、要望として申し上げておきたいと

思っております。 

 それから、いじめ問題のことであります

けれども、令和２年度は専門家に対して個

別に相談していたところ、令和３年度につ

いては、個別ではなくて、チームとして対

応していくんだというお話でありました

よね。それ、結構、私、大きな差だと思っ

ているんですよ。 

 つまり、個別にいろいろと相談をしてい

くと、確かに相談したほうからすると、そ

の人からいろいろ私見を得られるかもし

れませんけれども、しかし、全体でその議

題を扱うことによって、また、全く違う角

度から同時にいろんな意見が出てくると

いうのは、より発展につながっていくと思

っておりますので、ぜひ、チームとしてこ

の問題にも取り組んでいただいて、必ずい

じめといったものは私たちが気づかない

ところでもあるものですから、そういった

ことにもより目を向けていただいて、多角

的に取り組んでいただきますことをよろ

しくお願いをしたいなと思っております。 

 続きまして、教科書の採択の点につきま

して細かく流れをご説明いただきました。 

 私は、子どもが小学校にもおりまして、

中学校にもおりまして、教科書もいろいろ

と見せてもらったんです。 

 細かい話になるんですけども、例えば中

学生の歴史の教科書を見ると、やはりまだ

どうなのかなと思う点はあるんです。一例

を申し上げますと、ドイツが先の大戦でポ

ーランドに攻めていった、あれは侵攻って

表現しているんですよね。しかし、日本は

インドシナに侵略したって書かれてある

んですよね。この違いは何やねんと、私は

単純に思うわけなんですよ。 

 それは、別に調査員の方々が何か意図す

るものがあって選んでいるとは言いませ
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んし、そもそも教科書全体を私も知ってい

るわけではないので、それは当然その中か

ら選ぶしかないわけですから何も言いま

せんけれども、しかし、よくよく本当に客

観的に事実と本当に合っているのかなと

いうことをしっかりと向き合っていただ

きながら、教科書の採択に当たっていただ

きたいなと。 

 教科書の採択が子どもたちに与える全

てではないということはよく分かってい

るんですけれども、しかし、そしたら何の

ために歴史の教育をするのかと、そのまず

目的ですよね、そこをしっかりと持ちなが

ら、それにふさわしい教科書は果たしてど

れなのかということについてもしっかり

とまた採択できるように、これは摂津市の

教育委員会としてもやはりそこらの目的

意識を持っていただきたいなというよう

に思ってます。 

 決して、今までの我が国の歴史の全てが

よかったとは私は言いません。それはいろ

んな課題もあったんですけれども、しかし、

最終的にこの国に住んで、我が国に生まれ

てよかったと、そう思えるものにせないか

んと思ってますし、ぜひ、そういった観点

から、本当に、そしたら今採択している教

科書がふさわしいのか、客観的にもう一度

調べていただきたいなと、要望として申し

上げておきたいと思ってます。 

 続いて、英検の検定料の負担の話なんで

すけれども、令和２年度の実績で言って、

６７１名の中学３年生のうち２８５名が

挑戦をしたと。２級・準２級には８２名が

挑戦をしたと。私はやっぱりこうやって挑

戦をすることはすばらしいと思っている

んです。 

 先ほどの学力の話とこれは通じるんで

すけれども、そうやって子どもたちが挑戦

をしようというところに対して、行政とし

て後押しをしていくというところは本当

にあるべき姿かなというふうに思ってま

す。 

 確かに、その受験票が届いて、英検のホ

ームページを見たら練習問題があったり

すると、なるほどそうなのかなと思ってお

聞かせいただいておりましたけれども、そ

れと併せて、子どもたちがこの機会に英検

を受けるのであれば、それを活用して子ど

もたちの英語の能力を、学力をどう上げて

いくのかというところをもっともっとコ

ーディネートしていただいて、この事業を、

今回の補助金をよりいい方向に持ってい

けるように、これは英語教育そのものをさ

らに工夫していただきたいなと。そのこと

が私は大切だと思っておりますので、どう

かよろしくお願いをしたいと思います。 

 それから、成人祭のことにつきましては

よく分かりました。 

 恐らくですけれども、令和３年度の成人

祭につきましても、感染症対策といいます

か、いわゆる３密を避けるというようなと

ころは必要なのかなというように思って

おりますし、そのために令和２年度も多く

の方のご協力をいただいたというお話で

ございますので、ぜひ、また多くの方にご

協力もいただきながら、新成人をお祝いで

きる会を開いていただきたいなというよ

うに思っております。 

 これは関連質問になりますけれども、そ

の先のことを考えたときに、確かに成人年

齢１８歳になりますけれども、やっぱり二

十歳といった一つの基準として成人祭に

代わるような取り組みを行っていくとい

うことは、私もその方向で考えていただき

たいなと思っているとこです。 

 ぜひ、また、そのことについてもなるべ
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く早い段階でご案内をいただいて、という

のは、特に女性の方は晴れ着だとかいろい

ろと準備があったりしますので、ぜひ、そ

ういった方向性をいち早く発信をしてい

ただきたいなと、これも要望として申し上

げておきたいと思います。 

 それから、公民館と図書センターの件で

すけれども、改めて教育次長からご答弁を

いただきました。 

 生涯学習といったものをどのように行

政として捉えていくのかということが改

めて問われているというように思ってい

るんです。というのは、どんどんと少子高

齢化も進んで、やはり地域の中で多くの皆

さんが過ごす時間がふえていくわけです

よね。 

 今でも鳥飼地域には公民館が二つござ

います。活発に活動をされていると思うん

ですよね。そういったことについてもいま

一度評価をしていただきながら、もし、公

民館をそしたら一つにして、もう一つをコ

ミセンにしようかとなった場合にどうい

った影響があるのかなということについ

てもよく想定をしていただきながら、取り

組みをしていただきたいなというように

思っております。 

 それから、図書センターで図書館機能に

ついても非常に高い評価がされているん

だというお話をお聞かせいただきました。 

 私がかつて議長をさせていただいてい

るときに、議長会の会議で和歌山市に行っ

たことがあったんです。当時、和歌山市の

南海電車だったと思うんですけれども、そ

の町中の中心の駅を改造されておられた

んですよ。よくよく聞くと、レンタルの蔦

屋が図書館の運営をされるということで、

当時、工事をされておられました。 

 また、今、完成しているんですけれども、

その出来上がったものを、私は直接行って

ませんけれども、お聞きをしていると、そ

こに図書館といったものが一つの地域の

皆さんが集われるコミュニティの核にな

っていると。そこに行けば買い物もできる

し、簡単な飲食もできるし、また、図書館

で時間も過ごすことができるし、さらには

その本を利用していわゆる公民館のよう

な取り組みというか、生涯学習につながる

ような取り組みもされているようなんで

すよね。そういう点からすると、生涯学習

の在り方というものも本当に変わってき

ているんだなと。 

 一つ、この図書館といったものを核にし

ながら、また、新たな学びであったり、ま

た新たなつながりができているというよ

うなお話をお聞かせいただいて、恐らく今、

摂津市の中でそういった発想というのは

あまりなかったんじゃないかなと思って

いるので、そういったところもぜひ持ちな

がら、今後の生涯学習の在り方をつくって

いただきたいなというようにお願いをし

ておきたいと思っております。 

 それから、防災、また防犯の教育につい

ても、いろいろ具体的にお話をお聞かせい

ただきました。 

 やっぱり、繰り返しになりますけれども、

１０年前の東日本大震災の際に、日頃行っ

てきた防災教育がいつ形になるのか分か

らないけれども、その防災教育によって救

われた命がたくさんあるんだと。そのこと

をやはり常に語りついでいただいて、摂津

市の中でもしっかりと防災教育、また防犯

教育にもつながっていくんですけれども、

ぜひ続けて充実をしていただきたいなと

思ってます。 

 かつて、鳥飼東小学校区の自主防災の訓

練がございまして、私も拝見をさせていた
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だいていたことがあるんですけれども、そ

の中で、子どもたちの学んでいる防災教育

について地域の住民の方にお知らせする

という場面があったんです。私、あれはす

ばらしいなというふうに思ったんです。 

 要は、子どもたちだけじゃなくて、子ど

もたちは学校から必ず家庭に帰り、地域に

帰るわけですから、その地域の方、家庭の

方が、子どもたちが習っている防災教育も

共有していただけるということは、これは

非常に大きな意味があると思っています

ので、ぜひ、防災教育について子どもたち

がしっかりと学びながら、そのことをご家

庭の皆さん、地域の皆さんにも共有をして

いただく取り組みをこれからも継続して

いただきたいなと思います。 

 それから、防犯教育も一緒でして、例え

ばスマホといったものがどういった危険

な可能性があるのか、このことについても

当然、中学生あるいは小学生の高学年が学

んでいかなあきませんけれども、それだけ

じゃなくて、保護者もそういった危険があ

るんですよということをやっぱり同時に

学んでいくというか、共有していくことが

大切だと思っていますので、これは今後ど

ういった可能性があるのか、なかなか具体

的には言えませんけれども、ぜひ、そうい

ったこともご家庭の方との共有ができる

ような取り組みをよろしくお願いをした

いなと思ってます。これ、要望として申し

上げておきたいと思います。 

 最後に非認知能力の育成について課長

からお話をいただきました。 

 最後まで努力をし続けるという側面が

弱いというお話ですよね。そこはやっぱり

子どもたちが、結局は立志ではないですけ

ども、何でこのことをするのかっていうと

ころまで結びつけられると変わっていく

んだろうなというように思っているんで

すよね。 

 ぜひ、そういった観点から、私は、結局、

立志教育に尽きると思っているんですけ

れども、今後も非認知能力というものが大

切なんだよということを、学校の現場の先

生とも共有をしていただきながら、そうし

たら、どういった方法があるのか、ぜひ、

研究もしていただきたいなと、要望として

申し上げておきたいと思っております。 

 ２点だけになりますけれども、再度、答

弁をいただきたいと思っております 

○三好俊範委員長 それでは、２点ですか

ね、答弁を求めます。 

 野本部参事。 

○野本教育部参事 学力向上に係ります

ご質問にお答え申し上げます。 

 私が事務局に入りました１２年前、今の

状況は正直想像できておりませんでした。

それほど学習につきまして、摂津市の子ど

もたちは頑張りを見せているのだなと思

っています。 

 これは、指導主事の頑張りはもとより、

授業改善ですとか、子どもたち一人一人を

しっかり見るような支援教育の充実など、

校長をはじめとした教員の理解と努力に

よるものだと捉えています。学校としてチ

ームで取り組むようになったこと、これが

肝にあるというふうに捉えています。 

 そのような中、子どもたちの学びを支え

ているのは、委員もおっしゃるように、学

習意欲であると捉えています。この学習意

欲というのはたった一人では高めること

は難しいと思っています。仲間と共に励む

こと、保護者の方や教員の支えがあってそ

の意欲というものは高まるものだと思っ

ています。 

 ですので、子どもたちの学びをしっかり
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支えるためには教員の力の向上というの

もやはり欠かせないことだと思います。 

 年々、その学力の状況につきましては右

肩上がりにあると思いますけども、やはり

学校という場では、集団で学びますので、

力を伸ばすには集団づくりが欠かせない

と考えていて、先般も私、初任者を集めて

集団づくりとは何ぞやというところから

講義を行いました。集団を通して子どもた

ちが意欲を高めて自分の力を高めるんだ

ということについて再認識するように伝

えました。 

 これらについては、実はまだまだ課題が

あります。ベテランの教員が減って経験の

浅い教員がふえてきた中では、いま一度、

子どもたちの力を高める学校の在り方と

は何かということについては、今後も引き

続き研修の充実を図って指導してまいり

たいと思っています。 

 そして、さらに子どもたちがさらなる高

みを目指すためには、自分自身がこうあり

たい、こうなりたいという目標をしっかり

持って、将来を見据えて日々生活していく

ようなビジョンを持てるようにしていく

ことにあると思っています。 

 よって、今後、力を入れてまいりたいの

はキャリア教育です。先般も本会議にて教

育長から話があったと思いますが、目標を

持って、自分の将来の姿をイメージして、

そして、自分の将来を大切にするような、

そういう子どもたちをしっかりとはぐく

めるよう、また、教育委員会一丸となって

取り組んでまいりたいと思います。 

 以上でございます。 

○三好俊範委員長 箸尾谷教育長。 

○箸尾谷教育長 第五中学校区の新しい

学校の在り方についてのご質問ですけれ

ども、私が教師になりましたのはちょうど

４０年前、第二中学校に赴任をいたしまし

て、当時、第二中学校に同期で入った中学

校教員は２０名近かったと思うんです。 

 中学１年生が１６クラス、２年が１２ク

ラス、３年が１２クラス、合わせて４０学

級ある超マンモス校でした。 

 でも、学校がマンモス校であると同時に、

地域の方々もたくさんいらっしゃって、１

年後に第四中学校ができ、そして３年後に

鳥飼東小学校、第五中学校と順番にできま

した。 

 私は第五中学校へ移ったわけですけど

も、新しいまち鳥飼新町という新しい住宅

地ができて、多くの子育て世代の方々が転

入してこられて、ＰＴＡの本部役員の方々

も本当に活発な議論をしていただいて、生

徒、教員、そして保護者そろって学校をつ

くっていったという記憶があります。本当

にその当時は、鳥飼地域に活気があったと

いうふうに感じてます。 

 そういう意味では、今、子どもの数が減

って人口が減ってきて、鳥飼地域が元気を

なくしているというのは、私も当時と比べ

ても実感するところで、正直、寂しい思い

もしています。 

 そんな中で今、第五中学校区の小学校２

校、中学校１校が小規模化しているわけで

すけども、これまで本市では２校の統合再

編をしてきましたけれども、当時の旧の三

宅小学校、あるいは旧の味舌小学校の統合

再編と第五中学校区で違うのは、当時はそ

こは１中学校に３小学校区であって、しか

も一つの小学校が人数が減ってきている

というだけだったんですけど、今、第五中

学校区は鳥飼小学校も鳥飼東小学校も両

方がほぼ単学級、鳥飼東小学校は今既に全

て単学級ですし、鳥飼小学校もあと２年後

には全て単学級になってしまう。というこ
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とは、中学校も非常に厳しい状況になると

いうことなんです。 

 仮に鳥飼東小学校と鳥飼小学校を合体

させたとしても、小学校が各学年２クラス

ずつになるだけで、中学校は３学年とも２

クラスに変わりはないわけです。今、文部

科学省が言っている、標準学級数は１２学

級から１８学級で小学校も中学校も同じ

です。 

 ということは、一番少ない１２学級とし

ても、小学校だったら各学年２クラスでも

いいんですけれど、中学校だと最低でも学

年４クラス必要というのが文部科学省の

感覚なんですが、はるかに少ない中学校で

２クラスっていうのは本当に厳しい状況

だろうなと思っています。 

 小規模校にはメリットも確かにあると

思います。実は昨日、校長の学校経営計画

のヒアリングの際に、当該校の校長先生に

質問して、「学校の規模が小さいというこ

とは、ほとんどの先生が子どもの顔を見知

ってるから、家族的なつながりでアットホ

ームな雰囲気で指導ができるっていう良

さがあるんじゃないですか」と聞いたんで

すけど、確かにそういう側面はありますと

いうふうに校長先生もおっしゃってまし

た。ただ、やはり、先ほど、嶋野委員がお

っしゃったように、一旦子どもたちの関係

が崩れますと、やっぱり単学級では逃げ場

がない、冷却期間を置こうにも、避難する

場所がないという状況が今でも生じてき

ているようです。 

 それと、もう一つやっぱり教員数の問題

があります。児童数の減少に連動して教員

の数も減ります。お分かりいただけると思

うんですけど、１校の学校を運営していく

ための事務量というのは、マンモス校も小

規模校もほぼ一緒なんです。マンモス校は

クラス数が多いけれど、クラス数が多い分、

教員がいっぱいいますから、例えば、学級

の仕事っていうのはクラス数に応じてふ

えますけれど、それ以外の仕事っていうの

は小さくても大きくても一緒なんです。と

いうことは、小規模校の教員は一人で何役

も仕事しなければならないということに

なります。 

 そうなると、先ほど申し上げた、アット

ホームな雰囲気で子どもたち一人一人を

教員全員で見ていくという、その時間的余

裕がなくなるという弊害が出てきている

というのが現状です。 

 そういうこともありますから、私はやは

りすぐには無理だとは思いますけれども、

中長期的にはやっぱり学校の再編を考え

るべきときに来ていると強く思います。 

 その再編の仕方ですけども、再編の仕方

は、義務教育学校という名前が出てきてお

りますけど、別に教育委員会として義務教

育学校でいくと決めたわけではございま

せん。小中連携を考えても、小中一貫校と

いうやり方もあります。 

 小中一貫校と義務教育学校の違いは、要

するに小中一貫校というのは小学校と中

学校が別々に存在する、校長先生も一人ず

ついる、義務教育学校にすると、もうそれ

で一つの学校になりますから、当然校長も

一人ということになります。 

 ただ、やはり教育課程を考えたときに、

義務教育学校は自由度が一定保障されま

すから、例えば、英語であるとか、理科で

あるとか、中学校の教員がいわゆる小学５、

６年生を指導する、授業を教えるというよ

うなこともできるようになるわけです。 

 そういうこともありますから、今まだど

ちらとは決めてませんけども、やはりこれ

も、先ほど、嶋野委員がおっしゃったよう
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に、小規模化への対応ともう一つ、私はや

っぱり鳥飼地域の活性化の一助となるた

めには、やはり魅力ある学校にしなければ

ならない。そのためにはやはり一定そうい

うソフト面の取り組み、それから、今、第

五中学校も３５年以上たっていると思い

ます、随分と学校の施設、設備、この３５

年間で本当に変わりました、そういう意味

ではやはりハード面でもいいものをつく

ってあげることで、目に見えて魅力も発信

できるのかなというふうに考えてます。 

 そういうことで、やっぱり鳥飼地域の活

性化を考えれば、やっぱりハード、ソフト

両面を新しくすること、また、先ほどおっ

しゃっていただいた特認校という制度を

活用して、市内全域から生徒に来ていただ

けるような、そういう学校にすることで子

どもの数が少ないということを少しでも

回復できたらなというふうに考えてます。 

 本当にこれから、保護者の方、子どもた

ち、そして地元の方々に説明もし、ご相談

もしながら決めていかなければならない

ことですけども、やはり今、これからの鳥

飼地区の子どもたちのためにはやっぱり

避けて通れないことかなと考えておりま

す。 

 以上でございます。 

○三好俊範委員長 嶋野委員。 

○嶋野浩一朗委員 ご丁寧にご答弁いた

だきまして、ありがとうございました。 

 野本参事から、チームとしての学校とい

ったものが意識を高めてきているんだと

いうお話をいただきました。 

 私も議員にならせていただいて２０年

になるんですけれども、一番最初に問題意

識を持ったのが摂津市の人口の問題だっ

たんです。当時、人口は微減だったんです

けれども、その後、確か人口は８万２，０

００人まで減ったことがあったと思うん

です。 

 それも、年齢層をよくよく見ていくと、

子どもが小学校に上がるぐらいのお子様

をお持ちのご家庭が転勤されるケースが

非常に多いと。それも東京であるとか遠方

ではなくて、茨木市とか豊中市とか、近隣

で引っ越しをされる方が非常に多いとい

うのが特徴としてあると感じておりまし

て、そのことを議会の中でも問題意識を持

って問題提起をさせていただきました。 

 そのときに、これは間違いなく摂津市の

教育に対するイメージが関係しているん

だというところをこの委員会の中でも発

言をさせていただいて、当時の教育長もな

かなかそのとおりだとはおっしゃること

はなかったですけれども、しかし、心の中

では、私の思っていることと違わない心境

を抱いておられたんだろうなと思ってま

す。 

 また、学校の現場の先生方も、そしてま

た教育委員会の事務局の皆さんもやはり、

私と同じ思いでないと思いますけれども、

何とかせないかんというところはお持ち

いただいている中で、客観的に子どもたち

の学力が、これは平均値でありますけれど

も、表れるようになってきて、このままで

はいかんなという危機感を持っていただ

いたんだろうなというように思ってます。 

 そういった中で、本当に皆さん工夫して

いただいて、ご努力をいただいて、本当に

心を注いでいただいてこれまでやってこ

られた。心より敬意を表したいというふう

に思っておりますし、今度はさらにやっぱ

りその次へ行くために、学校としての取り

組みもそうでありますし、やはり子どもた

ち一人一人が何か本気になれるものを見

つけていくということではないのかなと
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思っているんです。 

 それは、例えば医者になりたいであると

かそういった思いでもありますし、あるい

は文化活動であったり、スポーツであった

り、本当にこれで頑張っていきたいんだと

いうものが何かあると、子どもたちって本

当に変わってくるんだろうなと思うんで

す。 

 ぜひ、チームとしての学校の底力もしっ

かりと上げていただきながら、一人一人が

何か本気になれるものを見つけていただ

けるような、そういった機会も提供してい

ただいて、摂津市の子どもは違うなと、学

力だけじゃなくて、例えば摂津市の義務教

育を卒業した子どもたちは、高等学校に入

っても非常に積極的で、部活でも生徒会の

活動でもどんどんと積極的に活動するな

と。きっと摂津市の教育、学校で何かある

んだなと、魅力があるんだなと、そんなふ

うに逆に近隣の自治体から思われるよう

な学校を目指していただきたいなという

ことを心から期待をしております。 

 それと、義務教育学校のお話もさせてい

ただきましたけれども、私もその義務教育

学校といったものが最良だと思ってませ

ん。ただ、あくまで一つの選択としてある

ことは確かだと思ってるんです。 

 しかし、義務教育学校っていうものを摂

津市で初めてつくったからといって全て

の問題が解決するわけじゃありませんよ

ね。つまり、一時的には、仮に二つの小学

校が一つになるわけですから、一時的には

人数もふえて人間関係ふえるかもしれな

いけども、その人間関係が９年間続いてし

まうというところの弊害もやっぱり考え

てくださいねというところで問題提起を

させていただいているわけで、そういった

ことを解決していくためには、本当にほか

の学校とはさらに違う魅力といったもの

を上乗せしていかないと、そこは絶対クリ

アできない話でありますので、これも非常

に高い、非常に難しい考えだと思うんです

よ。 

 そこに挑戦するというのは、私は非常に

難しいことではあると思ってますけれど

も、しかし、教育長から、その学校が魅力

化することによって鳥飼地域の活性化に

つなげていくんだというお話もいただい

たところでございますので、ぜひ、そうい

う大きな視点を持っていただいて、学校と

いったもののより充実した姿を生み出し

ていただきたいなと心から思うところで

ございます。 

 本当に今までの皆さんの重ねてこられ

ましたご苦労、様々に注がれたその情熱に

心から敬意を表すとともに、だからこそさ

らにすばらしい学校教育をつくっていた

だきたいなということを心から期待をい

たしまして、質問を終わりたいと思います。 

○三好俊範委員長 ほか、ございますか。 

 楢村委員。 

○楢村一臣委員 それでは、私のほうから

質問させていただこうと思います。 

 先の委員の皆さんが質問をされてまし

た部分については要望させていただこう

と思います。 

 今日、質問あった中で全然触れられてな

いところについては、２点ほど質問させて

いただこうと思いますので、よろしくお願

いします。 

 先ほども何度も話のある通学区の件で

あります。 

 この通学区の校区変更については非常

に様々な問題があって厳しいところだと

は認識しているんですけども、本当に気に

なるところが、現状、ＪＲ千里丘駅より西
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にある地域については、中学校は全て第三

中学校に行くっていうふうなことなんで

す。 

 健都から見て、第三中学校に行くってい

うふうなことを考えると、その間には第一

中学校があると思うんです。 

 健都に住もうと思った方が中学校は第

三中学校に行かないといけないというふ

うな意識を持って、健都に入られたかって

いうふうなのが、まあまあ分からない部分

であるとすごく思ってます。子どもが中学

校になるときに、第三中学校まで行くって

いうふうなことになったときにどう思い

はるのかなっていうふうなことがすごく

不安というか、気になっていたところであ

ります。 

 では、中学校のキャパはどうなのってい

うふうなことで思うと、すごい生徒が減っ

てきて、キャパ的には第三中学校でいける

だろうというふうな話で進むかとは思う

んですけども、やはりその辺やっぱり一応

審議会もあっていろいろ話されるとは思

うんですけど、第三中学校まで行く手前に

第一中学校あるやんていうふうに思われ

る方がすごく多いと思うんです。 

 今までは全て駅向こうが第三中学校区

ということで、千里丘６丁目に住んでても、

千里丘７丁目も第三中学校に行かなあか

んような状況であろうかと思うんですけ

ども、やっぱりいろいろそういったことも

含めて、なかなかそう簡単に校区変更する

っていうのは難しいと思いますけども、や

っぱりいろいろな今の状況、南千里丘にタ

ワーマンションが建ってきている、健都に

も大規模マンションが建つ、ＪＲ千里丘駅

西の再開発でマンションが建つっていう

ふうなところで、千里丘小学校のことにつ

いてはいろいろ数字的なことも見ながら

検討はもちろんされていくと思うんです

けども、やっぱりその中であって考えてい

くタイミングっていうふうなのがそんな

にないのかなっていうふうに私の中で思

う部分があって、話しあってもらえる場と

いうふうなのはつくっていただきたいな

と思います。そういうふうな話を土俵に乗

せてほしいなっていうふうなことで、この

点については要望とさせていただきます。 

 それと、教育政策課の中でＰＣＢの運

搬・処分委託料があったと思うんです。 

 このＰＣＢの運搬・処分については、令

和３年度中までにするっていうふうなこ

とで方向性が決まってて、処分先について

も北九州のＪＥＳＣＯしかないっていう

ふうな形になってます。 

 それで、このＰＣＢの運搬処分委託につ

いては、文教上下水道常任委員会の所管以

外のところでも科目があって、それはそれ

ぞれの所管課で委託料として計上してま

すけども、小学校施設運営事業のこのＰＣ

Ｂ運搬処分委託料については、恐らく教育

施設関係での処分っていうふうな形にな

ろうかというふうに思うんですけども、い

くつぐらいの施設があって、どういった感

じの、量的なこととかそういったものがあ

るのかっていうふうなことを、質問なかっ

たので、私のほうからは質問させていただ

きたいなと思います。 

 それと、これも学校教育に関わる質問で、

学校マネジメント支援事業の中で８，５０

０万円ということで、人がふえていること

については、すごく理解しています。ふえ

ていくことに対して何も言うことはない

んですけども、やっぱり先ほど課長のほう

からも話があって、やっぱりそのスクール

サポーターとかにしても、やっぱり応募が

っていうふうな話があったと思います。 
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 私もいつも、とにかくなかなか人が集ま

らないっていうふうなことについてずっ

と話させてもらっているんですけども、や

はり今まで私が言っているのは産休代替

で埋められない部分についてっていうふ

うなことであります。 

 嶋野委員からどういった形で募集して

るかとかそういうふうな話もありました

けど、なかなか難しいっていうふうなこと

については承知しているところではある

んですけども、やっぱりなかなか代替措置

とかができていないっていうふうなこと

であれば、やっぱり教員の負担っていうふ

うなところも考えられるところはありま

すので、いつも同じことを言っているんで

すけども、やっぱりその辺はきっちりと代

替できるようにとか、スクールサポーター

で埋めるのであればスクールサポーター

でっていうふうなところで、予算がついて

いるわけですから、配置できるような形で

進めていただきたいというふうなことで、

こちらについては要望としておきます。 

 最後に、１３０ページの生涯学習課のと

ころで文化財保護事業のとこですけども、

その中に井路舟運搬委託料で３０万円予

算があります。この井路舟自体はモノレー

ルの南摂津駅ですか、改札入ったところに

大きな長いやつがあろうかと思うんです

けども、今回、運搬委託料っていうふうな

ことが組まれて、恐らく廃棄するのではな

くて、南摂津駅のところから動かすんだと

は思うんですけども、その動かすに至った

理由というか、そういうふうなところを聞

きたいのと、動かすっていうふうなことで

あれば、どこに動かすのかなっていうふう

に思う部分があるので、その点については

質問なかったのでお聞かせいただきたい

なというふうに思います。 

 １回目、以上です。 

○三好俊範委員長 答弁を求めます。 

 松田課長。 

○松田教育政策課長 ＰＣＢ運搬処分委

託料についてでございます。 

 いくつぐらいの施設があり、どのぐらい

の量があるのかというお問いでございま

すが、施設につきましては、小学校が鳥飼

小学校、千里丘小学校、味生小学校、別府

小学校、また、中学校につきましては、第

二中学校、学校外では旧の別府公民館で所

管しておりました分を集めまして、教育政

策課のほうで一括して処分させていただ

くものでございます。 

 内容につきましては、それぞれ、一括処

分のため、ドラム缶五つに入れており、処

分につきましては、キロ単価で処分をさせ

ていただくこととなっております。その量

は３１８キロで、掛ける２万８，０００円

分に税を入れた処分代、及び、北九州方面

に運搬いたしますので、運搬費の７９万２，

０００円となっております。 

 以上でございます。 

○三好俊範委員長 早川部参事。 

○早川教育部参事 それでは、井路舟の移

設についてお答えします。 

 現在、大阪モノレール南摂津駅の２階の

コンコースに井路舟のほうは展示されて

おります。 

 井路舟に関しましては、平成１３年に大

阪モノレールと交わした覚書に記載のと

おり、申出があった場合は現状復旧しなけ

ればならないとあるために、今回、移設・

運搬するための費用を計上させていただ

いております。 

 井路舟については、１.４メートル掛け

る６．８メートルと非常に大きくて、置く

場所については現在まだ決まっておりま
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せんが、令和３年度中にはどこか決めて移

設させていただきたいと考えております。 

 以上です。 

○三好俊範委員長 楢村委員。 

○楢村一臣委員 まず、ＰＣＢの話なんで

すけど、今、順番で処分してもらう、令和

３年度中に処分してもらうっていうふう

な流れになっているんですけど、やっぱり

気になるのが、どこまで拾い切れているか

なっていうふうなのがすごく気になって、

順次、調査しながら、順番に処分していっ

て、その漏れている部分がないのかって言

われたところで、それがどうかっていうふ

うなことは正直答えるのは難しいってい

うふうに思うんです。 

 ただ、正直あるかないかって聞かれたら、

もうありませんとは多分答えられないで

しょうし、やっぱりどこかに残っている部

分とかがあるのかなっていうふうに思う

部分もあるので、今、令和３年度末までで

一応処分完了させるっていうふうなこと

にはなってますけど、また出てくるという

ふうな形になれば、じゃあ、令和３年度で

処分が終わりっていうふうなことはなら

ないと思いますので、これからどういった

形で調べるとか、ほかにないかっていうふ

うなことをどう考えるかは分からないで

すけども、やっぱり物自体が残っていると

いうふうになると、やっぱり周りの方へ気

になる材料としてなりますので、やっぱり

今後もし出てくるというふうなことにな

れば処分の流れをちゃんと進めていって

もらいたいなというふうに思います。 

 それで、井路舟の件についてですけれど

も、向こうからの要望があればというふう

なことで、動かさなあかんというふうなこ

とだと思うんですけども、あれだけ大きな

もので、入った過程については私分からな

いですけども、貴重なものであると思いま

す。 

 だから、令和３年度中に動かすというふ

うなことではありますけれども、また、や

っぱり皆様に見てもらえるような形で展

示いただけるよう要望して終わりたいと

思います。 

 以上です。 

○三好俊範委員長 ほかはございますか。 

（「なし」と呼ぶ者あり） 

○三好俊範委員長 それでは、以上で、教

育総務部に関する質疑を終わります。 

 本日の委員会はこの程度にとどめ、散会

いたします。 

（午後４時２５分 散会） 
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